
有
無
の
關
係
に
就
い
て

773

　
　
　
　
　
一

　
吾
人
は
臼
常
常
に
有
無
の
憂
化
を
純
験
し
つ
エ
あ
り
、
ま
た
特

　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

に
有
の
全
罷
が
（
殆
ど
或
は
全
く
）
無
に
興
し
、
叉
全
く
の
無
（
殆

ど
或
は
完
全
の
）
か
ら
有
の
繊
現
し
鳴
る
こ
と
も
不
断
に
純
験
し

つ
・
あ
る
。
経
験
す
る
主
観
の
意
識
、
心
作
用
舟
歌
態
等
が
常
に

痩
化
し
つ
・
あ
る
の
み
で
無
く
．
経
験
さ
ゐ
・
客
止
鋤
象
も
亦
常

に
間
断
無
く
攣
化
し
つ
瓦
あ
る
の
で
あ
る
。
一
切
の
も
の
、
一
切

の
こ
と
が
常
に
有
よ
り
無
に
、
無
よ
り
有
に
不
断
に
攣
化
轄
攣
し

つ
・
あ
る
。
實
に
吾
人
の
経
瞼
の
本
質
は
不
噺
の
攣
化
或
は
「
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

化
」
で
あ
っ
て
、
有
無
の
駅
亭
交
代
の
見
出
さ
れ
な
い
経
験
は
（
何

塵
に
も
）
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
有
無
の
憂
化
は
弛

だ
に
経
験
の
諸
部
分
（
此
限
寸
義
）
に
於
て
認
め
ら
る
・
み
三
酉
ふ
の

み
に
止
ま
ら
す
、
時
に
経
験
の
全
勝
が
（
殆
ど
或
は
全
く
）
無
に
録

し
或
は
全
く
の
無
か
ら
経
験
が
現
出
し
掌
る
等
の
大
慌
化
が
亦
不

有
無
の
關
係
に
就
て

上

田

大

助

噺
に
繧
験
さ
れ
つ
Σ
あ
る
こ
と
“
か
叉
特
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
而
し
て
藪
に
所
謂
「
纏
験
」
と
は
（
至
述
の
如
く
）
経
験
・
す
る

こ
と
（
圭
槻
意
識
の
側
）
及
経
瞼
さ
る
・
も
の
（
客
観
樹
象
の
側
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

一
切
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
（
從
っ
て
所
謂
先
鹸
的
原
理
の
如
き

も
の
も
元
よ
り
こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
塵
に
経

験
に
於
て
か
・
る
形
式
的
原
理
が
憂
化
す
る
と
は
其
等
の
も
の
が

或
は
経
瞼
の
外
に
嵐
で
或
は
経
験
の
内
に
入
り
來
る
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
あ
る
。
）
然
る
に
経
瞼
す
る
主
観
の
意
識
も
亦
實
は
｝
つ

の
経
験
さ
る
・
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
（
然
ら
ざ
れ
ば

こ
れ
を
云
平
す
る
こ
と
、
認
塾
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
筈
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
）
、
畢
寛
「
経
験
」
と
は
経
験
さ
る
・
も
の
ご
切
と
し
て
定
義

す
れ
ば
充
分
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
、
る
。
從
笹
野
墨

に
於
て
は
動
も
す
れ
ば
経
験
を
以
て
進
観
の
側
意
識
の
側
を
の
み

意
味
す
る
も
の
と
し
て
（
入
性
論
的
に
）
解
す
る
を
通
常
と
す
る
が

入
「
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如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
（
古
代
及
近
世
の
繧
験
説
）
、
科
學
に
於
て

は
寧
ろ
経
験
さ
る
、
も
の
廓
ち
客
観
の
側
が
多
く
意
味
さ
る
Σ
の

で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
此
段
に
吾

入
は
「
経
験
」
と
言
ふ
こ
と
を
以
上
の
如
く
解
す
る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
か
Σ
る
「
経
験
」
（
そ
の
全
鰹
）
は
吾
人
の
直
接
面
接
経
験
し
得

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
リ
　
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ

る
唯
…
の
實
在
否
象
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
全
罷
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
。
郎
ち
そ
れ
は
吾
入
（
経
験
者
）
に
取

り
て
縄
手
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
正
し
き
墨
術
、
嚴
密
確

實
な
る
學
術
（
哲
學
及
科
學
）
の
取
扱
ひ
得
る
或
は
取
扱
ふ
寒
き
鋤

象
は
か
・
る
「
経
．
験
」
（
そ
の
全
鰹
或
は
一
部
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
も
亦
甚
だ
明
か
な
事
で
あ
る
と
思
ふ
。
（
「
経
験
」
以
外
は
総
て

不
可
知
で
あ
り
、
他
方
「
纏
瞼
」
内
は
総
て
可
知
的
で
あ
る
。
「
繧
．
駆
」

外
に
若
し
何
等
か
を
猫
断
假
定
す
る
な
ら
ば
「
経
験
」
の
理
解
は
こ

れ
に
よ
っ
て
不
確
實
と
せ
ら
れ
る
。
）
夫
故
常
に
嚴
密
に
か
Σ
る

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
経
験
」
に
立
脚
し
且
こ
れ
に
終
始
し
、
こ
れ
を
以
て
唯
一
の
實
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
現
實
在
）
と
す
る
哲
學
的
．
立
場
（
筆
者
の
所
謂
直
接
経
験
説
）
は
實

　
ヘ
　
へ
　
も
　
ぬ
　
へ
　
な

に
唯
一
謙
辞
な
る
哲
學
的
立
場
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ

ら
れ
る
。
假
り
に
か
・
る
「
経
験
」
を
以
て
「
實
在
」
と
呼
ぶ
こ
と
を

潔
し
と
せ
す
し
て
こ
れ
を
例
へ
ば
　
、
現
象
」
等
と
名
づ
く
る
入
が
あ

入
盗

る
と
し
て
も
、
そ
は
唯
用
語
の
問
題
の
み
で
あ
っ
て
、
事
細
か
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
「
経
験
」
の
外
に
學
術
（
正
し
き
學
術
）
の
依
っ
て
立
つ
重
き
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
無
く
叉
そ
の
取
扱
ふ
細
き
封
象
の
存
在
し
な
い
と
言
ふ
こ
と
は

恐
ら
く
何
人
も
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
（
席
入
は
概
論
に
か
・
る
封
難
題
外
宮
術
の
取
扱
・
勘

　
　
ヘ
　
　
へ

可
き
も
の
が
存
在
し
得
な
い
と
言
ふ
理
由
の
下
に
こ
れ
を
旗
く
實

在
と
呼
ば
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
理
想
室
三
等
も
そ
れ
が
蓼
へ

ら
れ
九
も
の
で
あ
る
限
り
、
從
っ
て
「
経
験
」
の
内
に
あ
る
限
り
、

そ
れ
は
現
實
々
在
の
一
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
猶
こ

の
廣
義
の
實
在
を
種
々
挾
義
の
實
在
と
現
象
と
に
分
か
ち
得
る
こ

と
に
就
い
て
は
哲
學
錐
誌
面
五
六
九
號
拙
稿
及
後
蓮
参
照
。
）
今
本

論
文
は
か
・
る
経
験
論
の
立
場
か
ら
有
無
の
蘭
係
を
考
察
せ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
は
蔵
置
に
有
無
の
経
験
の
観
察
攻
究
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
へ

る
と
同
時
に
ま
た
直
に
溶
溶
鉱
義
者
の
攻
究
と
し
て
本
馬
論
的
一
宇

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

宙
論
的
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
本
論
文
の
考
察
は
直
に

有
無
の
蘭
係
の
本
龍
論
酌
！
宇
宙
論
的
攻
究
と
害
し
得
る
の
で
あ

る
、
（
経
験
説
に
取
り
て
は
経
験
は
方
法
で
あ
り
立
場
で
あ
る
と
同

時
に
ま
た
唯
一
實
在
郎
ち
絶
鮒
と
し
て
本
宮
論
的
な
目
的
封
象
を

成
す
の
で
あ
る
。
維
験
及
直
接
経
験
説
の
意
義
に
就
い
て
は
猶
叛
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）

　
藪
に
書
ふ
迄
も
無
く
有
無
の
問
題
は
宇
窃
論
的
に
は
太
古
素
朴

の
時
代
及
宇
宙
論
の
初
期
に
於
て
（
宇
宙
開
閥
説
等
と
し
て
）
極

め
て
眞
而
目
に
考
究
せ
ら
れ
、
其
後
も
屡
々
考
察
せ
ら
れ
て
る
る
・

の
で
あ
る
が
（
プ
ロ
チ
ノ
ス
、
ヤ
コ
ブ
・
バ
ー
メ
、
老
蕪
等
々
）
、

從
來
の
攻
究
は
知
ら
る
・
加
く
何
れ
も
未
だ
嚴
密
な
る
経
験
の
基

礎
に
立
た
す
、
常
に
何
等
か
の
想
像
或
は
「
思
緋
」
に
依
捺
し
、
從

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
三
一
だ
不
確
實
で
あ
る
。
且
つ
多
く
は
（
州
都
の
如
き
「
維
験
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぬ

の
事
實
を
無
視
し
て
）
無
を
蒸
溜
或
は
無
税
し
て
有
を
の
み
重
覗

し
、
殆
ど
否
全
く
こ
れ
（
有
）
を
固
定
化
せ
ん
と
す
る
。
麟
ち
或
は

有
の
全
雛
を
三
国
不
動
と
し
（
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
）
、
或
は
實
在
要
素

を
不
愛
常
住
と
し
（
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ス
、
印
度
勝
論
派
、
小
乗
佛

教
等
）
、
或
は
有
な
不
断
の
流
韓
憂
化
と
す
る
も
其
の
全
逓
は
不
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

連
綾
の
存
績
と
す
ろ
（
↑
ラ
ク
ラ
イ
よ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
等
）
等

と
し
て
こ
れ
を
岡
定
化
す
み
。
（
今
日
の
科
學
も
同
じ
く
有
を
周
定

化
す
る
。
）
か
く
し
て
無
を
全
然
無
妻
す
る
も
の
（
バ
ル
メ
ニ
デ

ス
）
、
或
は
無
を
考
ふ
る
と
し
て
も
僅
か
に
有
の
一
相
、
～
附
三
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
如
く
考
ふ
る
も
の
（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
等
）
、
或
は
更
に
無
を
基
礎

付
く
る
に
有
の
立
場
（
否
有
）
を
以
て
す
る
も
の
（
勝
論
、
小
乗
佛
教

有
無
の
驕
係
に
就
て

等
）
等
を
生
す
る
に
至
る
、
然
る
に
蜜
際
現
實
直
接
の
縷
験
は
上

皇
の
如
く
常
に
有
無
が
憂
化
交
代
し
、
殊
に
有
の
全
罷
が
殆
ど
或

は
全
く
皆
無
に
飛
す
う
が
如
き
応
化
も
常
に
行
は
れ
て
る
る
の
で

あ
る
。
從
っ
て
正
し
く
「
纏
験
」
の
立
場
に
立
ち
、
か
ム
る
有
無
の

乳
化
を
直
に
實
在
其
者
の
實
繍
と
す
る
場
合
に
於
て
は
（
或
は
経

験
す
る
隈
り
に
於
て
實
在
を
有
り
の
ま
、
に
正
し
く
観
察
攻
究
せ

ん
と
す
る
場
合
に
は
）
、
無
が
ま
た
宇
宙
論
的
に
極
め
て
重
大
醗
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
特
に
言
ふ
迄
も
無
い
こ
と
で
あ
ら

う
。
他
方
．
從
來
の
経
瞼
説
は
多
く
認
識
引
上
の
理
読
と
し
て
解
さ

れ
、
從
っ
て
有
無
の
交
代
憂
化
等
も
唯
「
人
証
論
」
的
に
の
み
理
解

さ
れ
、
宇
宙
論
的
に
は
同
じ
く
輕
寄
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
、
る
。

今
本
論
文
は
上
述
の
如
く
上
記
繧
駿
．
説
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
直
に

宇
宙
論
上
の
事
と
し
て
そ
の
間
の
關
係
を
（
纏
験
的
に
ま
た
本
艦

種
的
に
）
観
察
攻
究
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
、
る
。
以
下
こ
れ
を
（
一
）

有
無
の
種
溺
並
に
「
實
有
的
有
及
無
」
の
概
念
構
成
、
（
二
）
有
閲
定

化
の
理
由
、
（
三
）
動
的
開
閥
説
、
（
四
）
室
の
理
論
、
（
五
）
．
信
仰
の

世
界
の
五
に
分
か
つ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
直
接
繧
瞼
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
立
場
に
於
て
は
「
経
験
」
外
な
る
信
仰
の
世
界
は
直
接
に
は
無
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
、
）

入
三
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ﾜ
目
學
難
茎
融
儒
解
五
六
九
號
及
同
杣
ゆ
五
↓
八
二
耽
伽
拙
傭
榊
。

恥
＝
．
切
2
塗
（
）
ゴ
’
溜
．
肉
ノ
δ
7
島
。
二
9
，
雪
2
，
8
ρ

働
窯
」
．
肖
。
三
。
距
臼
，
導
ノ
！
．
蕊
碧
寓
。
3
喜
）
、
m
罪
”
三
皇
の
自
然
哲
撃
に
於

　
て
、
無
一
罪
有
が
或
は
迷
妄
と
し
、
或
巨
非
本
質
的
と
ゼ
ら
れ
て
る

　
る
こ
と
に
潔
く
知
ら
れ
て
み
る
所
で
あ
ろ
G

幽
哲
學
雑
誌
第
五
六
九
號
拙
．
稿
滲
・
照
。

二

　
有
無
の
至
忠
の
考
察
に
は
先
づ
始
め
に
有
及
無
の
一
般
鯨
特
質

と
そ
の
種
類
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
．
る
が
、
今
そ
の
一
般
的
特
質
と
し
て
は
（
イ
）
三
無
が
相
蘭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

封
立
概
念
で
あ
る
こ
と
、
（
ロ
）
從
っ
て
有
は
無
に
薄
し
て
（
無
と
共

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

に
）
あ
り
、
無
も
亦
有
と
共
に
あ
り
（
無
は
「
有
が
な
い
」
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
）
、
無
は
ま
た
「
無
と
言
ふ
」
有
で
あ
り
、
「
無
い
こ
と
」
或
鎮
、
無

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　

い
も
の
」
と
し
て
有
る
の
で
郎
ち
一
つ
の
有
で
あ
る
こ
と
、
　
（
ハ
）

｝、

C
嵩
L
或
は
實
在
の
本
質
は
「
膨
化
」
で
あ
る
に
由
っ
て
有
無
が
常

に
實
際
織
豊
に
存
在
し
、
経
瞼
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
等
の
こ

と
は
周
知
の
事
で
あ
り
、
叉
そ
の
種
類
と
し
て
は
（
イ
）
素
朴
的
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
も
　
　
へ

的
に
直
接
経
験
せ
ら
れ
る
有
無
部
ち
素
朴
的
有
無
と
思
惟
概
念
上

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
有
無
と
の
別
が
あ
り
、
（
p
）
ま
た
思
惟
概
念
上
の
も
の
に
も
種

々
（
仏
～
植
類
段
階
W
か
あ
る
辱
）
と
（
パ
ル
メ
こ
認
ア
ス
、
エ
ム
ペ
ド
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
②

ス
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
印
度
撒
論
、
小
乗
佛
教
、
大
乗
佛
教
等
々
）

（
ハ
）
蒲
し
て
登
生
的
に
も
亦
理
論
的
に
も
素
朴
的
弓
無
が
患
惟
概

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

念
上
の
有
無
よ
り
よ
り
引
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
（
二
）
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

た
本
膿
論
的
意
義
の
上
か
ら
は
現
象
的
有
無
と
本
罷
的
有
無
と
が

騒
別
せ
ら
れ
、
そ
の
現
象
的
有
無
と
せ
ら
る
・
も
の
は
多
く
は
素

朴
的
有
無
で
あ
り
、
ま
た
本
罷
論
的
有
無
と
せ
ら
る
・
も
の
は
常

に
恩
惟
概
念
上
の
有
無
で
あ
る
（
何
と
な
れ
ば
本
工
な
る
概
念
は

思
惟
の
所
産
で
あ
る
か
ら
）
等
の
事
も
此
塵
に
特
に
注
意
読
明
す

る
迄
も
無
い
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
（
そ
の
外
有
形
の
現
象
を
有

キ
こ
て
、
無
形
の
本
鰹
を
無
と
名
づ
く
る
も
の
、
或
は
上
記
の
如
く

無
を
も
一
種
の
有
と
考
へ
て
、
一
切
を
有
と
名
づ
く
る
も
の
、
或

は
反
封
に
ア
ン
セ
ル
ム
ス
、
小
乗
佛
教
虚
無
派
或
は
大
乗
佛
教
の

如
く
、
個
々
の
現
象
事
物
を
一
切
無
と
名
づ
く
る
も
の
等
が
あ

る
。
）
か
く
の
如
く
有
無
に
は
そ
の
種
別
が
極
め
て
多
い
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
考
察
に
は
是
非
と
も
そ
の
「
有
」
丞
、
無
し
な
る
語
の
意

味
を
正
確
に
規
定
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば

到
底
明
王
正
確
な
る
考
察
を
期
す
る
こ
と
は
寓
來
な
い
で
あ
ら

う
。
從
來
の
有
無
論
は
此
黙
に
鯛
し
て
も
不
備
が
甚
だ
多
い
の
で

あ
る
。
（
從
來
或
は
有
を
無
と
し
、
或
は
無
を
有
と
し
、
有
無
何
れ
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を
指
す
か
明
瞭
で
な
い
場
合
が
甚
だ
少
く
な
い
。
例
へ
ば
印
度
奥

義
書
の
総
量
梵
は
實
有
。
・
3
・
鋤
彰
或
は
彼
誰
け
）
露
と
し
て
有
と
考

へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
患
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
、
　
　
・
、

に
非
有
毯
誉
琶
と
も
呼
ば
れ
て
居
り
、
叉
老
子
で
は
道
師
ち
本
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
無
と
呼
ば
れ
、
佛
教
で
は
「
・
謹
無
相
聡
慧
法
し
な
ど
と
言
は
れ
て

居
る
こ
と
も
趣
く
知
ら
る
・
所
で
あ
る
。
現
象
の
有
形
的
有
に
饗

す
る
無
形
の
本
竸
が
無
と
せ
ら
る
・
こ
と
は
常
の
事
で
あ
る
が
、

出
ひ
た
こ
れ
を
プ
ロ
テ
ノ
ス
依
V
の
如
く
特
に
有
と
瓢
福
山
9
る
場
合
も
少

く
な
い
。
ま
た
佛
教
に
於
て
は
「
有
無
是
有
爲
」
、
「
眞
導
車
有
」
等

の
如
く
現
象
的
有
無
を
呼
ぶ
に
も
同
じ
く
有
無
の
語
を
用
ひ
、
叉

所
謂
自
性
無
臼
性
等
本
罷
的
右
党
を
呼
ぶ
に
も
岡
じ
有
無
な
る
語

が
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
等
々
。
）
今
本
論
文
は
特
に
望
事
に
注
意
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

現
象
的
有
殊
に
そ
の
全
腱
を
呼
ぶ
に
有
な
る
語
か
用
ひ
、
現
象
的

　
　
　
　
　
　
　
へ

無
を
呼
ぶ
に
軍
に
無
な
る
語
を
用
ふ
る
こ
と
と
し
、
常
在
本
町
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

ち
本
膿
的
有
を
呼
ぶ
に
は
實
有
的
右
或
は
實
有
な
る
語
を
用
ひ
、

本
書
的
無
点
ち
現
象
の
全
く
無
と
な
り
た
る
實
有
的
有
（
こ
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

念
に
就
い
て
は
後
蓮
参
照
）
を
呼
ぶ
に
實
有
的
無
な
る
語
を
用
ふ

る
こ
と
と
し
、
此
虚
に
此
顕
者
を
關
題
と
し
、
其
の
聞
の
關
係
を
考

察
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
（
藪
に
圭
記
の
實
有
簡
古
は
次
に
蓮

有
無
の
關
係
に
就
て

べ
る
理
霞
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
本
聡
的
無
と
呼
ぶ
こ
と
は
適
當
で

な
い
。
）
辛
し
て
本
書
の
経
験
説
の
立
場
か
ら
は
本
黄
帝
上
並
に
宇

窃
論
上
こ
れ
が
最
も
重
要
な
る
布
無
の
此
段
を
な
す
と
考
へ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
の
で
あ
る
。
（
藪
に
所
謂
實
右
的
無
は
上
蓮
の
如
く
現
象
が
無
と

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

な
り
た
る
場
合
或
は
位
の
實
有
的
右
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
へ

從
っ
て
環
象
せ
る
ま
Σ
の
實
有
的
有
錦
ち
本
真
を
「
、
名
づ
く
る
に

名
無
き
が
故
に
」
無
と
呼
ぶ
も
の
と
も
、
ま
た
有
形
の
現
象
に
封
立

す
る
無
形
の
本
位
或
は
法
則
の
如
き
も
の
を
呼
ぶ
に
無
な
る
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

以
て
す
る
も
の
と
も
、
或
は
架
察
に
考
へ
ら
れ
た
無
規
定
的
實
有

等
と
も
異
る
の
で
あ
る
。
叉
直
筋
に
所
謂
實
有
的
有
と
は
雷
ふ
迄

も
無
く
本
膿
廓
ち
窮
局
の
「
一
塁
一
切
考
」
或
は
無
封
者
を
指
し
て

貫
．
幽
の
で
あ
っ
て
、
有
の
事
態
に
於
て
現
象
と
封
立
す
ろ
影
写
の

本
四
、
或
は
飼
別
掲
存
的
な
費
儂
等
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

か
く
の
如
き
封
立
六
畜
は
個
題
猫
存
的
無
謬
が
そ
れ
と
し
て
野
際

に
存
在
す
る
こ
と
の
鐙
來
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
佛
教
の
室
論

等
に
よ
っ
て
．
翫
に
充
分
明
か
に
示
さ
れ
て
み
る
所
で
あ
る
。
）

　
却
詮
然
ら
ば
此
庭
に
こ
の
四
者
師
ち
現
象
的
右
無
届
本
罷
的
有

無
相
互
間
の
關
係
は
如
何
に
謂
ふ
べ
き
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う

か
。
言
ふ
迄
も
無
く
経
験
説
の
立
場
に
於
て
は
繧
験
“
實
在
、
實

入
五
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折
規
…
学
脚
鱒
究
　
　
第
二
胃
ニ
ハ
十
九
號
轟

在
“
経
験
で
あ
り
、
そ
の
實
在
“
経
験
は
不
断
の
薫
化
で
あ
っ
て
、

部
分
的
に
も
亦
全
鰹
と
し
て
も
不
断
に
憂
欝
流
出
流
入
し
つ
、
あ

る
こ
と
は
既
に
屡
々
述
べ
た
所
の
如
く
で
あ
る
。
無
か
ら
（
無
の

次
に
）
有
が
來
り
、
有
が
無
と
な
る
こ
と
、
有
と
無
と
が
常
に
交
代

去
來
し
つ
・
あ
る
こ
と
は
吾
入
の
日
常
不
断
に
経
寄
す
る
所
で
あ

る
。
而
し
て
直
接
経
験
詮
の
上
か
ら
は
こ
れ
が
現
、
象
で
あ
る
と
同

時
に
ま
た
直
に
本
割
論
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
既

に
述
べ
た
所
の
廊
く
で
あ
る
。
從
っ
て
此
彪
に
若
し
［
、
一
者
」
、
「
同

一
者
」
の
理
念
に
よ
っ
て
そ
の
一
切
の
歌
鮎
並
に
憂
化
を
統
一
し

て
、
こ
れ
を
一
位
在
、
一
本
艦
、
本
書
の
所
期
實
有
の
痩
化
襟
朕

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
と
患
惟
或
は
概
念
す
る
な
ら
ば
、
有
無
は
夫
々
實
在
本
羅

（｝

A
享
有
L
）
の
有
的
歌
態
及
無
的
歌
態
と
し
て
見
倣
さ
る
．
（
概
念
さ

る
）
べ
き
こ
と
と
な
る
の
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
。
師
ち
學
的
統
一
的

思
惟
に
よ
っ
て
實
漸
騰
醗
を
か
・
る
も
の
と
し
て
概
念
す
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
此
慮
に
こ
れ
を
か
く
思
惟
概
念
す
る
こ
と
は
唯
に

差
支
な
い
の
み
で
な
く
、
思
惟
獲
展
の
必
然
と
し
て
當
然
左
檬
で

な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ

ノ
ザ
等
に
於
て
見
る
如
く
、
「
本
訴
」
な
る
概
念
は
常
に
か
く
の
如

く
し
て
構
成
樹
立
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
管
厚
に
か

細
鱗

く
直
接
な
る
経
験
に
濃
き
、
こ
れ
に
師
し
て
直
に
概
念
せ
ら
る
南

本
盤
は
、
所
謬
思
惟
に
よ
る
内
面
的
統
一
で
あ
っ
．
て
、
何
等
纏
験
を

超
ゆ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
太
陽
系
」
等
と
意
義
に
敵
て
毫
も
異
る

所
は
な
い
の
で
あ
る
。
猴
藪
に
直
接
経
験
読
の
立
場
に
於
て
は
「
維

瞼
」
を
以
て
直
に
實
在
其
者
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
誹
る
意
味

に
於
て
は
元
よ
り
其
慮
に
「
現
象
黒
鍵
在
」
と
言
は
る
べ
き
一
繭
を

有
す
る
の
で
は
あ
．
る
け
れ
ど
も
、
現
象
と
實
在
と
の
鯛
係
は
軍
に

こ
れ
の
み
を
以
て
惹
く
る
も
の
で
は
な
く
、
「
維
．
験
」
に
は
更
に
思

惟
に
よ
っ
て
棄
朴
的
端
的
な
現
象
を
統
一
す
る
と
言
ふ
一
面
が
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
纒
験
一
病
在
中
に
於
て
も
素
朴
的
實
謹

的
な
費
在
部
ち
所
謂
現
象
と
右
の
如
き
統
一
と
が
騒
別
せ
ら
れ
得

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
者
が
本
龍
或
は
独
義
の
實
在
と
呼
ば
れ

る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
同
じ
経
験
1
1
實
在
内
に
於
て
も
、

一
本
髄
、
属
性
、
早
態
或
は
現
象
等
が
隈
別
せ
ら
る
・
に
至
る
の
で

あ
る
。
）
然
ら
ば
ま
た
有
無
の
交
代
は
そ
の
實
在
処
有
の
有
相
無

粗
、
顯
相
懸
相
、
明
粗
幽
相
等
と
し
て
需
ひ
表
は
す
こ
と
が
嵩
來

る
で
あ
ら
う
。
或
は
こ
れ
を
實
在
の
現
象
歌
態
不
現
象
有
態
と
も

言
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
動
的
に
有
無
が
交
代
す
る
上
か

ら
は
「
實
在
が
或
は
有
と
な
り
或
は
無
と
な
る
」
、
［
、
實
在
の
有
的
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

歌
態
が
滅
し
て
無
的
歌
態
と
な
り
、
叉
實
在
の
無
的
歌
態
が
滅
し

へて
有
喰
付
態
と
な
る
」
等
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
有
無
の
交
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

は
か
く
考
ふ
る
が
最
も
簡
輩
で
あ
る
。
而
し
て
實
在
様
歌
の
か
Σ

る
不
断
の
憂
化
に
不
拘
本
罷
た
る
實
有
は
依
然
コ
者
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
へ

存
在
を
維
持
す
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
恰
か
も
同
じ
入
或
は
同

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

じ
自
己
が
、
或
は
眠
り
或
は
壁
む
等
と
せ
ら
る
Σ
如
く
に
。
）

　
現
象
的
有
無
と
本
義
た
る
即
事
的
有
と
の
關
係
を
右
の
如
く
考

へ
得
と
す
れ
ば
、
其
々
に
は
点
綴
次
の
如
き
諸
問
題
が
生
す
べ
き

こ
と
と
な
る
は
明
か
で
あ
る
。
師
ち
（
一
）
實
在
の
有
無
交
代
（
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

臓
流
入
）
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
そ
の
機
構
は
如
何
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
二
）
實
在
の
無
的
歌
態
は
如
何
に
あ
る
か
。
そ
は
全
く
の
虚
無
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
か
或
は
何
等
か
質
料
的
な
存
在
を
な
す
で
あ
ら
う
か
。
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

實
在
の
有
的
歌
態
と
無
的
状
態
と
は
雛
市
同
絡
…
で
あ
る
か
。
或
は

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

何
れ
か
一
方
が
上
位
或
は
本
源
的
等
と
考
へ
得
ら
る
エ
こ
と
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
か
。
（
四
）
右
に
述
ぶ
る
如
き
實
有
的
有
気
総
有
的
無
は
正
し
き

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

認
識
で
あ
る
か
ど
う
か
。
若
し
正
し
き
認
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
　
へ

そ
れ
は
如
何
な
る
種
類
の
認
識
（
或
は
實
在
）
で
あ
る
か
等
の
問
題

が
考
へ
ら
れ
る
。
嶽
下
此
等
の
静
黙
に
就
い
て
考
察
す
る
こ
と
と

有
無
の
關
係
に
就
て

す
る
。（

一
）
實
在
の
有
無
交
代
（
流
撮
流
入
）
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ

る
か
，
藪
に
蟹
在
は
何
故
有
無
の
交
代
を
な
す
や
と
問
ふ
こ
と
は

許
さ
れ
ざ
る
こ
と
で
あ
！
3
・
て
（
動
画
は
か
＼
る
事
を
問
ふ
可
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
で
は
な
い
）
、
問
は
製
造
在
は
如
何
な
る
機
構
に
よ
っ
て
有
無
の

交
代
を
な
す
や
と
問
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
今
そ

の
機
構
は
如
何
と
言
ふ
に
、
そ
は
言
．
幽
迄
も
な
く
経
験
の
直
接
な

る
観
察
に
依
っ
て
こ
れ
を
明
か
に
す
る
外
に
途
は
な
い
の
で
あ

る
。
（
「
思
辮
」
は
何
等
確
實
な
る
も
の
を
欝
さ
な
い
。
印
度
勝
論

派
の
如
き
は
「
無
」
の
法
師
る
が
故
に
無
と
な
り
、
「
有
」
の
法
來
る

が
故
に
有
を
生
す
等
と
す
る
が
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
は
何

等
の
説
明
と
な
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
唯
思
辮
に
よ
っ
て
語
を
代
ふ

る
に
過
ぎ
な
い
。
宇
宙
開
關
の
問
題
邸
ち
無
よ
り
有
を
生
す
る
場

合
に
就
い
て
、
古
來
如
何
に
多
く
の
思
班
が
行
は
れ
た
か
も
周
く

知
ら
れ
て
み
る
所
で
あ
る
。
）
從
っ
て
吾
人
は
直
接
の
経
験
に
よ
つ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
い

て
、
有
が
無
と
な
る
場
合
の
機
構
は
こ
れ
を
知
「
る
こ
と
が
出
來
る

の
で
あ
る
が
（
例
へ
は
就
眠
、
死
、
或
は
臭
氣
が
間
も
無
く
無
感
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

郎
ち
無
と
な
る
場
合
等
）
、
無
（
全
無
邸
ち
有
の
全
く
無
き
重
態
）
が

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

有
と
な
る
場
合
の
機
構
は
直
接
に
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
驚
く
不
可

八
七
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能
で
あ
る
こ
と
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
。
但
し
こ
の
後
の
場
合
（
帥
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
⑤
　
　
　
　
、

無
が
有
と
な
る
場
合
）
も
筆
入
の
存
在
其
他
の
信
仰
に
よ
っ
て
、
間

、
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
．
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

接
に
こ
れ
を
有
の
形
式
に
於
て
思
惟
信
仰
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
（
例
へ
ば
自
黒
じ
の
餐
｛
的
妖
能
勘
た
る
睡
㎜
眠
が
他
人
に
よ
っ
て
曲
覚

さ
れ
る
場
合
と
か
或
は
郵
便
が
遠
方
飾
ち
無
か
ら
果
る
場
合
等
は

邸
ち
こ
れ
で
あ
る
。
廓
ち
此
等
の
場
合
に
於
て
は
無
が
有
と
な
る

手
績
機
構
が
直
接
観
察
せ
ら
る
・
と
言
ふ
こ
と
は
無
く
、
常
に
唯

間
接
に
思
惟
信
仰
さ
る
・
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
）
而
し
て
又
實
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ

の
有
的
駄
態
に
於
て
、
蔵
置
が
部
分
的
、
に
流
出
し
て
無
が
有
と
な

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
場
合
の
機
構
は
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
燈

火
を
難
じ
て
室
内
の
諸
物
が
有
化
す
る
場
合
等
は
部
ち
こ
れ
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
主
観
、
意
識
の
側
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
機
構
が
直
接
観
察
把
握
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
有
が
無

と
な
る
場
合
（
意
識
喪
失
、
睡
眠
、
死
等
）
の
機
構
に
就
い
て
も
客
観

の
側
と
主
観
の
側
と
の
二
者
を
優
別
し
て
槻
察
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
て
、
其
塵
に
有
無
の
大
子
化
を
支
配
す
る
も
の
は
そ
の
後

者
郎
ち
主
観
の
側
で
あ
る
こ
と
が
特
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
部
ち
身
体
（
生
理
機
影
）
及
意
識
の
重
要
性
．
か
特
に
注
意
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
無
（
三
無
）
か
ら
有
を
生
す
る
場
合
（
睡
眠
か

入
入

ら
壁
醒
す
る
場
合
等
」
も
（
結
果
か
ら
見
て
、
ま
た
有
の
語
に
於
て
）

同
様
に
考
へ
ら
れ
る
。
（
郎
ち
主
観
の
側
部
ち
身
心
が
よ
り
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
役
割
を
有
つ
。
）
、
（
藪
に
身
艦
無
き
時
は
有
は
全
く
無
い
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
、
ブ
か
、
叉
身
罷
は
全
く
無
く
な
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
ら
う

か
等
の
事
は
此
虞
に
考
察
す
べ
き
限
り
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
）

（
二
）
實
在
の
無
的
黒
質
は
如
何
に
あ
る
か
。
全
く
図
無
で
あ
ら

う
か
或
は
そ
れ
と
も
何
等
か
質
料
的
な
る
も
の
が
存
在
す
る
で
あ

ら
う
か
。
　
　
　
既
に
思
惟
の
続
…
的
要
求
に
よ
っ
て
實
有
的
有

（
本
罷
）
な
る
も
の
を
概
念
し
て
み
ろ
以
上
、
そ
は
虚
無
で
は
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

得
す
、
少
く
と
も
「
動
力
因
」
と
し
て
の
烏
有
的
有
の
存
左
す
る
事

は
甚
だ
明
か
で
あ
る
。
歓
に
問
題
は
結
局
其
庭
に
質
料
聖
断
者
が

存
在
す
る
か
否
か
と
言
ふ
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
甚
だ

明
か
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
授
産
に
は
質
料
的
或
者
が
存
在
す
と
す

べ
き
で
あ
ら
う
か
或
．
は
存
在
せ
す
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
吾
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
次
に
述
ぶ
る
理
由
に
よ
っ
て
其
慮
に
は
必
然
質
料
的
或
者
が
思

へ惟
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
最
原

始
的
な
素
朴
的
意
識
は
何
等
か
・
る
疑
問
を
堕
せ
す
、
無
を
虚
無

と
し
、
有
を
忽
然
出
現
し
譲
る
も
の
叉
忽
然
無
に
録
す
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
て
毫
も
怪
し
む
所
が
無
い
の
で
あ
る
が
、
進
み
た
る
意
識
は
思
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

惟
の
要
求
に
よ
っ
て
「
無
よ
り
有
を
生
ぜ
す
し
（
露
出
回
出
　
○
呂
　
＝
｛
げ
臨
O
●
）

「
有
は
無
に
蹄
せ
す
」
と
し
、
「
第
一
原
因
」
、
「
質
料
因
」
、
「
因
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

右
果
論
」
、
「
知
豊
射
象
の
永
存
」
等
を
考
ふ
る
に
至
る
。
然
ら
ば
其

塵
立
ち
無
の
境
に
於
て
虚
無
は
考
へ
得
ら
れ
ざ
る
こ
と
と
な
り
、

何
等
か
の
存
在
を
考
ふ
べ
き
事
と
な
る
の
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
。

然
る
に
無
の
境
に
於
て
有
的
な
る
も
の
（
有
と
断
じ
姿
形
の
も
の
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ひ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
考
ふ
る
こ
と
は
今
口
の
知
豊
穰
認
議
論
の
許
さ
ゴ
る
所
で
あ
る

か
ら
、
其
塵
に
は
唯
不
可
知
な
る
或
者
が
思
惟
さ
る
、
の
外
は
な

い
こ
と
と
な
る
。
　
此
麗
に
元
よ
り
不
可
知
な
る
或
者
と
言
ふ
も
、

例
へ
ば
カ
ン
ト
の
物
自
羅
の
如
く
吾
人
の
精
沸
を
離
れ
こ
れ
と
鋤

煙
し
て
存
在
す
る
或
者
で
は
あ
り
得
す
、
叉
躍
に
感
腿
質
料
の
原

因
の
み
で
も
な
く
、
精
騨
（
及
形
式
原
理
）
を
も
何
等
か
の
形
に
於

て
内
含
せ
る
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
る

と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
無
は
實
在
三
要
素
（
郎
ち
質
料
、
形
式
及
意

識
）
の
一
如
的
に
結
合
せ
る
實
有
的
弓
の
無
化
し
癒
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
へ
、
（
「
経
験
」
1
一
實
在
の
一
如
的
統
一
艦
な
る
こ
と
に

就
い
て
は
哲
學
雑
誌
第
五
六
九
號
及
第
六
〇
商
道
拙
稿
及
後
蓮
参

照
．
叉
直
接
経
駿
読
に
於
け
る
知
恩
の
意
義
に
就
い
て
は
暫
學
研

牝
九
脚
昂
二
㎜
H
㎜
同
離
島
及
折
は
恩
学
維
藍
融
轡
昂
一
鞭
〇
九
號
拙
仙
猫
占
炊
煙
韻
、
）
（
A
醤
弼
へ

有
無
の
關
係
に
就
て

ば
部
分
的
黒
化
に
就
い
て
ゴ
は
あ
．
る
．
か
、
卓
上
の
塞
き
花
を
見
つ

、
あ
る
場
合
、
客
槻
的
に
葛
布
を
以
て
こ
れ
を
遮
断
す
る
と
か
或

は
主
語
的
に
眼
を
つ
ぶ
れ
ば
、
そ
の
紅
き
花
は
無
に
聾
す
る
の
で

あ
る
が
、
從
來
の
有
を
固
定
す
る
哲
學
は
そ
敵
唯
税
界
の
外
に
か

く
れ
池
の
み
で
實
在
性
に
於
て
は
何
等
楽
界
な
し
と
考
ふ
る
の
で

あ
る
。
郎
ち
岡
じ
姿
形
を
持
っ
て
黙
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ

の
色
形
等
が
吾
入
の
覗
器
、
機
關
〃
離
れ
て
猫
そ
れ
と
し
て
猫
立
に

存
在
す
と
す
る
こ
と
は
今
日
の
生
理
學
心
理
學
等
の
許
さ
“
る
所

で
あ
っ
て
、
そ
は
到
底
有
的
な
る
語
を
坦
て
呼
ぶ
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
っ
て
そ
は
唯
名
づ
く
る
こ
と
を
得
な

い
不
可
知
な
或
者
と
言
ふ
の
外
は
な
い
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
で
あ
る
，
感
聲
機
密
が
㎜
早
に
受
動
的
．
な
外
界
認
識
の
南
開
或
は

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

｝、

蛯
ｵ
で
は
な
く
し
て
、
實
は
外
界
を
そ
れ
と
し
て
成
立
せ
し
め
る

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
要
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
從
っ
て
外
界
事
物
が
影
壁
と

猫
立
に
そ
れ
と
し
て
、
そ
の
姿
形
に
於
て
存
在
す
と
考
ふ
る
こ
と

の
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
は
今
溌
墨
に
充
分
知
ら
れ
て
み
る
所
で
あ

る
．
、
傭
．
萱
が
其
自
身
事
物
を
成
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
如
き
て

他
に
事
物
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
、
知
壁
の
外
に
外
界
事
物
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
薙
．
に
元
よ
り
此
場
合
信
稗
に
よ
っ
て
、

入
九
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折
獄
學
研
究
　
　
第
二
百
山
ハ
十
九
肪
脳

そ
の
黒
布
を
除
き
た
る
場
合
或
は
限
を
開
き
た
る
場
含
は
再
び
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
如
く
見
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
う
と
考
ふ
る
こ
と
、
或
は
卓
の

向
ふ
側
に
坐
せ
る
人
は
依
然
こ
れ
を
研
き
花
と
し
て
見
暴
け
て
居

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
で
あ
ら
う
と
考
・
誹
る
こ
と
は
差
支
な
く
、
叉
充
分
理
由
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
で
あ
る
。
然
し
こ
は
唾
信
仰
上
の
事
で
あ
っ
て
、
現
實
直
接
の

事
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
此
場
合
嚴
密
に
は
、
そ
の
紅
き
花

は
「
唯
吾
人
の
税
界
内
に
無
い
の
み
で
あ
る
」
と
膚
的
に
解
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
無
く
、
「
そ
は
無
と
な
っ
て
元
の
姿
形
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

然
し
そ
は
黒
布
を
除
く
或
は
眼
を
開
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

じ
或
は
ほ
ぐ
同
じ
姿
形
に
於
て
有
化
費
現
す
る
で
あ
ら
う
と
考
へ

へる
こ
と
、
或
は
こ
れ
を
知
覚
認
識
す
と
考
へ
ら
れ
る
他
面
に
取
っ

て
は
そ
れ
が
岡
じ
或
は
ほ
ゴ
岡
じ
姿
形
に
調
て
現
在
し
て
み
る
で

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
ら
う
と
考
へ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
す
べ
き
も
の

で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
其
迄
に
有
的
な
ら

ざ
る
質
料
的
智
者
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
）
現
實
在
が
無
と
な

り
た
る
場
合
即
ち
所
謂
實
在
の
無
的
歌
態
に
於
て
七
旬
に
質
料
的

或
者
が
考
へ
ら
れ
る
こ
と
上
蓮
の
如
く
で
あ
る
が
、
ま
た
反
封
に

無
よ
り
有
を
生
す
る
場
合
に
も
同
様
に
思
惟
に
よ
っ
て
く
有
の
原

因
と
し
て
）
そ
の
無
に
質
料
里
離
者
が
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
．
る
。

九
〇

（
郎
ち
其
慮
に
一
、
虚
無
よ
り
有
を
爆
ぜ
す
」
と
言
ふ
思
惟
．
か
働
く
の

で
あ
る
．
）
か
く
し
て
無
に
於
け
る
質
料
的
二
者
は
實
在
の
有
的
歌

題
の
以
繭
に
も
亦
以
後
に
も
等
し
く
考
へ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
（
而
し
て
藪
に
同
じ
有
に
思
し
て
は
、
そ
の
忠
現
前
と
出

現
後
と
の
無
に
於
け
る
質
料
は
同
一
と
せ
ら
る
べ
き
こ
と
も
特
に

雷
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
）
從
っ
て
實
有
的
無
は
饗
き
に
現

象
の
無
と
な
り
詣
る
實
有
的
有
（
或
は
實
有
の
無
的
状
態
）
と
し
て

定
義
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
塵
に
こ
れ
を
鑛
張
し
て

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

一
般
に
無
の
境
を
本
潮
瀬
的
に
か
く
呼
ぶ
も
の
と
す
る
こ
と
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

來
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
思
惟
の
糞
達
嚢
展
に
よ
っ
て
自
然

へ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
叉
合
理
的
（
と
言
ふ
の
は
其
庭
に
何
等
の
矛
眉
を
含
ま
な
い
か

ら
で
あ
る
）
に
、
一
般
無
に
於
て
質
料
革
命
考
が
思
惟
せ
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
め
　
へ

で
あ
δ
。
而
し
て
こ
れ
を
か
く
思
惟
す
る
こ
と
は
更
に
必
然
的
一

へ
　
　
へ

義
的
で
も
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
封
し
て
吾
入
は
そ
れ
が
實

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

在
槻
（
「
實
有
望
」
）
を
最
も
簡
箪
、
最
も
容
易
な
ら
し
め
る
と
言
ふ

理
・
田
に
よ
っ
て
、
（
科
．
學
の
場
合
と
同
じ
く
）
こ
れ
を
必
然
的
一
義

的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
る
Q
邸
ち
か
く
考
．
勘
る

こ
と
に
よ
っ
て
有
無
の
差
は
燧
め
て
微
細
な
る
も
の
と
な
り
（
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
　
　
へ

光
り
の
有
無
、
識
の
有
無
等
の
如
き
藻
と
な
り
）
、
最
も
良
く
「
原
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ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

因
」
に
．
封
ず
る
思
惟
の
要
求
・
、
2
満
足
せ
し
む
と
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
（
科
學
の
眞
理
は
常
に
か
く
の
如
く
し
て
樹
立
せ
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
、
．
）
か
く
し
て
吾
人
は
（
嚢
達
せ
る
意
識
に
於
て
は
）
實
准

の
無
的
欺
態
或
は
一
般
に
無
の
境
に
於
て
質
料
的
或
者
が
必
然
的

に
思
惟
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
（
印
度
古
代

　
　
　
　
　
　
⑥

の
無
有
歌
等
の
無
或
は
希
臓
古
代
の
ト
・
ア
パ
イ
ロ
ン
等
は
か
・

る
考
へ
か
ら
來
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
次
に
實
在
の
無
的
静
態
（
實
有
的
無
）
は
静
で
あ
る
か
動
で
あ
る

か
。
無
は
元
よ
り
有
（
有
雑
歌
態
）
の
意
味
に
著
て
動
と
上
す
る
こ

と
の
雌
蕊
ぬ
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
（
從
っ
て
有

の
動
に
書
し
て
無
を
静
と
す
る
事
も
一
慮
は
差
支
な
い
こ
と
と
考

へ
ら
れ
る
）
、
然
し
其
塵
に
は
動
力
因
が
あ
る
の
で
あ
り
、
叉
祁
次

い
で
流
出
畠
現
す
る
（
侮
次
の
）
有
的
業
態
が
全
く
同
一
で
あ
る
と

言
．
幽
こ
と
は
無
く
常
に
何
等
か
の
痩
化
胡
異
が
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
此
意
味
に
於
て
實
在
の
無
的
業
態
は
動
と
讃
す
る
が
或
は
よ

り
適
當
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
印
度
無
有
歌
等

の
無
が
動
的
と
せ
ら
れ
て
る
る
の
は
か
・
る
理
由
に
よ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
）
。
（
他
人
に
取
っ
て
は
無
で
あ
る
自
己
の

経
験
殊
に
他
人
の
眠
れ
る
間
の
自
己
の
経
書
が
不
断
に
憂
化
し
つ

有
無
の
鞠
係
に
就
て

Σ
あ
る
こ
と
を
樹
心
へ
ば
此
｛
畢
は
…
暦
…
左
翼
…
に
考
へ
ら
れ
る
。
）
ま
た

無
を
一
味
古
志
と
す
る
こ
と
も
、
有
の
多
様
多
彩
に
凝
し
て
言
ふ

場
合
に
は
（
黒
一
色
を
な
す
も
の
と
し
て
）
或
は
常
然
で
も
あ
ら
う

け
・
れ
ど
も
、
悪
漢
母
型
が
質
料
的
に
、
多
彩
な
る
有
の
原
因
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
こ
と
か
ら
言
は
ゴ
、
こ
れ
を
全
く
一
味
羅
等
と
呼
ぶ
こ
と
は
恐

ら
く
適
醤
で
は
な
い
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
三
）
實
在
の
有
詩
歌
態
と
無
的
状
態
と
は
鉗
等
同
絡
で
あ
る

か
。
　
　
　
有
と
無
と
が
共
に
同
一
な
る
強
情
の
様
相
と
し
て
考

へ
ら
れ
、
且
そ
れ
が
不
断
に
交
代
し
て
発
現
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
以
上
、
右
無
は
全
く
醤
等
同
絡
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
。
（
何
れ
を
正
位
、
何
れ
を
假
位
、
何
れ
を
上
位
、
何
れ
を
　
．

下
位
等
と
す
る
こ
と
は
嵩
來
ぬ
。
）
時
間
上
に
も
有
無
の
前
後
は
定

め
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
叉
理
論
上
も
（
實
有
的
無
を
含
む
宇

宙
論
の
上
で
は
）
有
に
或
る
も
の
が
加
は
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
と

な
る
も
の
で
あ
る
か
或
は
反
鋤
に
有
に
診
る
も
の
が
峡
恕
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
に
よ
っ
て
無
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
か
が
本
徳
論
的
に
定
め
得
ら

れ
な
い
。
夏
に
無
に
凝
る
も
の
が
加
は
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
と
な

る
も
の
で
あ
る
か
或
は
反
封
に
無
に
或
る
も
の
が
訣
如
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
有
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
一
思
不
可
知
の
事
に
属
す

九
一
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折
欝
學
研
究
　
　
餓
が
二
百
山
ハ
ふ
一
九
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

る
。
然
し
ま
た
他
方
有
無
の
交
代
に
於
て
有
は
常
に
有
限
磁
化
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

あ
り
、
こ
れ
に
湿
し
て
は
無
は
常
に
一
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
無

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
必
然
質
料
的
に
有
よ
り
大
と
考
へ
ら
れ
（
或
は
無
限
と
も
せ
ら

れ
）
、
無
が
上
位
或
は
太
源
的
と
せ
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

か
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
老
子
、
灘
等
に
於
て
も
現
象
に
蝕
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

有
に
封
し
て
本
荘
の
無
が
上
位
と
せ
ら
れ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ

が
、
此
慮
に
は
特
に
本
論
の
所
謂
實
有
的
無
が
上
記
の
意
味
に
於

て
太
源
的
と
考
へ
ら
れ
得
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
二
者
の
相

異
に
就
い
て
は
前
蓮
滲
照
．
、
）

（
四
）
最
後
に
右
述
ぶ
る
所
の
實
有
的
．
立
町
實
有
的
無
は
正
し
き

認
識
で
あ
る
か
。
若
し
正
し
き
認
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
は
如
何

な
る
種
類
の
認
識
で
あ
る
か
。
　
　
　
右
に
蓮
ぶ
る
所
の
實
有
的

有
及
無
は
「
思
緋
的
」
な
猫
断
或
は
欝
欝
で
は
な
く
、
経
験
に
廓
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
必
然
的
一
義
的
に
緩
結
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
は
當

然…

m
實
な
る
認
識
、
曜
實
な
る
實
在
と
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
は
恰
か
も
「
太
陽
系
」
の
認
識
、
「
原
子
」
の
認

識
等
と
同
じ
で
あ
る
。
否
原
子
の
構
成
に
比
し
て
は
遙
か
に
直
接

的
で
あ
る
。
從
っ
て
寧
ろ
「
太
陽
系
」
の
認
識
に
比
較
す
べ
き
も
の

で
あ
る
．
、
（
昔
の
原
子
は
満
室
の
思
辣
で
あ
る
が
、
今
日
の
原
子
は

●

九
二

確
實
な
る
科
學
的
近
在
で
あ
る
。
同
様
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
本
身
、
・
カ

ン
ト
の
物
自
愛
等
は
思
辮
假
定
で
あ
る
が
、
本
論
の
實
有
的
有
及

無
は
纒
験
に
基
く
確
實
な
る
認
識
で
あ
り
七
癖
で
あ
・
’
o
。
若
し
経

験
の
意
義
を
狡
義
に
解
し
て
感
登
的
或
は
實
謹
的
と
殆
ど
岡
義
と

す
る
な
ら
ば
、
實
有
的
有
及
無
の
考
究
は
経
験
の
學
と
は
塾
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
、

こ
と
を
得
す
、
【
、
超
験
識
者
に
書
す
る
事
」
と
も
な
る
で
あ
ら
う
け

れ
ど
も
、
然
し
そ
れ
は
事
實
何
等
「
経
書
」
を
離
れ
る
こ
と
無
く
こ

れ
に
郷
し
て
嚴
密
に
必
然
的
に
概
念
を
構
成
し
て
行
く
の
で
あ
る

か
ら
、
物
理
墨
等
と
全
く
同
じ
意
味
に
於
て
経
験
の
學
と
書
し
て

差
支
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
自
然
科
學
等
に
於
て
も
比
較
的
多

く
實
謹
的
段
階
に
止
ま
る
場
合
と
或
は
次
第
に
高
級
な
概
念
に
獲

讃
し
て
行
く
場
合
と
が
あ
．
る
こ
と
は
即
急
に
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と

で
あ
ら
う
。
ま
た
「
超
験
的
」
と
言
ふ
こ
と
に
も
二
つ
の
意
義
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
實
は
「
経
験
」
内
に
在
っ
て
次
第
に
深
く
続

一
が
進
め
行
か
れ
る
場
合
と
全
然
「
繧
験
」
外
に
在
る
も
の
と
が
腿

別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
）
但
し
藪
に
實
有
的
有
の
認
識
と
實
有

的
無
の
認
識
と
の
問
に
は
多
少
の
里
心
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
前

者
は
（
…
、
太
陽
系
し
の
認
識
等
と
同
じ
く
）
全
く
普
通
の
概
念
的
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
あ
る
が
、
後
者
は
特
に
信
仰
的
認
識
（
信
仰
形
而
上
釣
的
認
識
）



785

と
呼
・
ば
る
べ
・
き
緬
慣
瀟
納
に
属
一
9
と
考
へ
・
ら
れ
る
。
部
ち
口
耳
壷
有
の
勃
融
識

は
直
に
経
験
封
象
に
射
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
，
　
⑤

そ
の
認
識
の
封
象
が
杢
然
経
験
の
彼
岸
に
あ
り
（
【
，
他
人
の
経
験
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

等
と
同
様
）
、
從
っ
て
（
「
経
験
」
の
此
岸
に
於
て
）
こ
れ
を
そ
れ
と

ヘ
　
　
へ

し
て
（
如
實
に
）
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
Σ
る
意
味

に
於
て
は
そ
れ
は
全
く
…
，
不
可
知
し
で
あ
る
と
需
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
が
経
験
撃
ち
有
の
此
岸
に
於
て
必
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
ヘ
　
へ

一
義
的
に
思
惟
概
念
さ
れ
、
館
結
せ
ら
れ
る
以
上
、
そ
れ
は
か
・

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
も
の
と
し
て
必
然
的
な
認
識
と
せ
ら
れ
、
實
在
と
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
（
恰
か
も
他
人
或
は
「
他
入

の
経
験
」
が
信
仰
さ
れ
、
認
識
と
せ
ら
れ
る
如
く
に
）
、
而
し
て
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

塵
に
信
仰
的
認
識
と
は
（
前
論
文
所
蓮
の
如
く
普
通
の
概
念
的
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

識
と
は
異
り
）
超
経
験
界
（
自
己
の
「
経
瞼
」
外
）
に
顧
て
そ
の
眞
實

へ
　
ゐ
　
セ
　
ヘ
　
へ
　
み

な
る
實
在
草
戸
仔
が
必
然
的
に
患
惟
信
仰
せ
ら
る
エ
如
き
認
識
を
謂

ふ
の
で
あ
る
。
（
「
太
陽
系
」
、
　
、
電
子
原
子
」
等
の
如
き
概
念
的
認

識
は
、
緒
の
概
念
を
外
に
し
て
別
に
物
が
實
在
す
る
の
で
は
な
い

　
　
　
　
⑦

の
で
あ
る
が
、
信
仰
的
認
識
の
場
合
に
は
そ
の
概
念
認
識
の
外
に
、

僑
仰
の
封
象
と
し
て
虚
構
な
ら
ぬ
匹
田
の
實
在
が
、
彼
岸
即
至
、
維

験
L
外
に
儒
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
人
或
は
「
他
人
の
経
験
」
等

有
無
の
關
係
に
就
て

は
自
己
の
「
経
験
」
外
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
眞
實
な
る
實
在
が

自
己
に
よ
っ
て
信
仰
せ
ら
れ
b
の
で
あ
る
。
而
し
て
七
厘
が
畢
に

｝、

焔
ﾞ
的
」
に
止
ま
る
間
は
吾
人
の
直
接
経
験
せ
ざ
る
所
は
「
、
有
無

を
言
ふ
可
か
ら
す
」
と
し
て
全
く
不
問
に
放
置
棄
却
せ
ら
れ
得
る

　
　
　
　
⑧

の
で
あ
る
が
、
思
惟
の
実
像
要
求
部
ち
「
経
験
」
の
嚢
展
は
終
に
か

く
の
如
き
段
階
に
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
す
、
「
存
綾
」
、
「
烏
有
的

無
」
、
他
入
、
駅
は
他
の
實
有
的
有
等
種
々
の
信
仰
を
樹
立
し
な
け
れ

ば
巳
ま
ぬ
の
で
あ
る
。
）

（
猴
此
虚
に
實
有
胸
章
及
無
或
は
實
在
の
有
的
歌
態
及
無
的
歌
態

を
以
上
述
ぶ
る
如
く
思
惟
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
實
在
本
罷
或
は

合
有
な
る
語
が
極
め
て
要
當
的
な
意
味
を
持
つ
に
至
る
と
考
へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
れ
と
共
に
他
方
「
現
象
」
な
る
語
が
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

最
本
工
的
な
意
義
を
得
る
こ
と
と
な
る
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ

る
。
「
終
局
原
因
」
の
要
求
が
最
も
良
く
満
足
さ
る
・
こ
と
は
言
ふ

迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
）

　
α
属
●
し
ヴ
。
薦
ψ
9
ポ
目
．
丙
く
〇
一
鴛
…
o
＝
Q
，
曾
嘗
，
一
〇
ρ

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
＠
大
乗
佛
教
に
於
て
蜀
霧
的
周
定
的
箕
彊
を
草
江
し
て
こ
れ
を
有
と
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
づ
け
、
浄
、
の
噺
減
な
無
と
名
づ
け
て
、
か
・
る
も
の
の
三
際
に
あ
り

　
　
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
が
論
讃
ぜ
ら
れ
て
、
み
る
へ
「
有
餅
…
の
二
通
な
離

　
　
る
」
、
「
不
興
野
趣
辱
）
こ
と
ぽ
尽
く
知
ら
る
・
班
で
あ
ろ
Q

九
三
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哲
學
研
究
　
　
第
二
百
轟
ハ
十
九
號
，

㈲
木
村
泰
賢
氏
「
印
度
哲
學
宗
敏
史
」
第
十
版
第
三
二
七
頁
及
第
三
四
一

　
頁
Q

㈲
へ
・
ー
ゲ
ル
の
有
（
「
純
粋
の
有
し
）

働
哲
學
同
誌
第
五
六
九
號
拙
稿
「
蔵
司
維
験
の
哲
學
と
形
両
上
學
」
参

　
照
。

働
木
村
泰
賢
氏
「
印
度
暫
學
宗
教
史
し
第
十
版
第
一
八
○
頁
、
第
二
五
四

　
贈
爵
。

の
今
日
の
科
學
批
剣
ほ
此
事
た
明
か
に
す
ろ
。

㈹
例
へ
ば
桑
↓
小
筆
一
士
「
・
刀
ン
ト
シ
｝
現
代
の
・
折
欄
…
学
」
錦
…
圏
四
一
頁
の
所
逓
の
〆

　
如
き
ほ
か
・
る
段
階
に
立
つ
も
の
で
ほ
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
ス
b

三

　
以
上
蓮
ぶ
る
が
如
く
實
在
は
常
に
有
無
交
代
し
、
有
は
（
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ

無
に
面
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
）
有
と
し
て
長
く
定
在
す
る
こ
と
が

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

無
い
に
も
、
不
拘
、
古
点
（
殆
ど
こ
れ
を
無
観
し
て
）
有
。
か
不
断
の
存

績
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
由
る
も
の
で
あ
ら

う
か
。
吾
人
は
こ
れ
に
癒
し
て
次
の
二
つ
の
事
が
そ
の
主
た
る
理

由
と
し
て
學
げ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
都

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
（
一
）
有
の
存
績
を
思
惟
す
る
も
の
と
し
て
「
無
よ
り
有
を
生
ぜ

す
、
有
は
無
に
養
せ
す
」
と
す
る
論
理
朗
思
惟
の
要
求
。
こ
れ
に

よ
つ
て
知
徳
が
中
断
す
る
も
そ
の
知
俗
議
象
（
有
）
は
依
然
其
慮
に

九
四

（
そ
の
ま
・
の
姿
形
に
於
て
）
存
在
す
等
と
思
惟
せ
ら
れ
る
。
（
所

謂
「
擬
念
内
容
の
永
綾
性
」
な
る
も
の
は
こ
れ
を
心
理
端
的
に
言
表

せ
る
も
の
で
あ
る
。
既
に
最
原
始
的
な
素
朴
歌
態
よ
り
一
歩
を
進

め
た
る
時
期
に
於
て
、
「
有
は
容
易
に
虚
無
と
な
り
難
き
こ
と
叉

虚
無
か
ら
は
有
の
生
じ
難
き
こ
と
」
を
考
ふ
る
に
至
る
の
で
あ
る

。
か
、
更
に
進
み
た
る
段
階
に
於
て
は
｝
贋
明
確
に
意
識
し
て
上
記

の
論
理
的
要
求
を
な
す
に
至
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
封
象

の
特
殊
性
に
よ
っ
て
は
直
に
そ
の
不
憂
存
績
が
思
惟
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

例
へ
ば
［
、
ア
ト
ム
」
、
「
形
相
」
等
。
）
（
二
）
有
を
客
…
概
界
と
し
て
思
惟

す
る
も
の
と
し
て
、
「
他
人
の
存
在
」
の
信
仰
。
維
験
“
實
荘
内
に
於

て
自
己
以
外
の
他
の
身
罷
に
覆
し
て
他
人
（
そ
の
實
在
）
が
信
仰
せ

　
　
　
　
　
　
　
①

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
入
は
自
己
に
等
し
と
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
今
他
入
が
経
．
験
認
識
せ
す
と
（
自
己
に
よ
っ
て
）
考

へ
ら
れ
る
場
合
（
綱
へ
ば
他
入
の
睡
眠
或
は
死
等
）
、
自
己
は
こ
れ

に
關
係
な
く
外
界
事
物
を
認
識
縷
験
す
る
事
か
ら
、
外
界
の
事
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
主
槻
に
無
電
係
猫
立
に
存
在
す
と
の
考
を
生
す
る
に
至
る
。
而

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
あ

し
て
自
己
の
現
に
見
る
が
ま
・
の
有
を
（
素
朴
的
に
）
そ
れ
と
し
て

猫
噺
思
惟
す
る
。
か
く
し
て
有
（
自
己
の
有
）
が
（
思
惟
に
よ
っ
て
）

固
定
化
さ
れ
、
實
際
直
接
経
．
験
す
る
有
の
濡
虚
説
ち
無
は
反
っ
て
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唯
斑
入
的
主
槻
的
の
事
と
し
て
輕
視
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。
（
郎
ち
費
は
思
惟
信
仰
に
過
ぎ
な
い
「
塞
源
界
」
が
重
税
さ

れ
、
直
接
の
事
實
た
る
「
純
験
」
1
1
實
在
が
輕
税
せ
ら
れ
る
。
）
介
有

の
固
定
化
に
は
そ
の
永
績
性
と
客
観
性
（
客
観
に
も
二
義
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
此
塵
に
は
「
封
立
」
、
蜀
象
の
意
味
で
な
く
「
猫
立
」
を
意
味
す
る
）

と
の
二
者
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
は
以
上
の
二
理
由
に

よ
っ
て
完
全
に
満
足
せ
ら
る
・
を
得
る
か
ら
、
以
上
の
二
理
由
は

有
固
定
化
の
「
必
要
に
し
て
且
充
分
な
る
條
件
」
と
雷
ひ
得
る
で
は

な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
藪
に
元
よ
り
「
同
こ
の
理
念

等
が
共
働
す
べ
き
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
が
）
。
而
し
て

ま
た
薙
に
そ
の
第
二
の
理
密
た
る
他
人
の
存
在
の
信
仰
は
有
存
績

の
理
由
と
し
て
從
來
餓
り
重
覗
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど

魎
そ
の
篁
の
理
事
る
論
諾
要
求
の
朱
墨
翁
讐
意

識
せ
ら
れ
ざ
る
以
前
、
素
朴
的
に
既
に
早
く
原
始
人
に
於
て
成
立

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
叉
そ
の
第
一
の
理
由
た
る
論
理
的
要
求

は
第
二
の
理
由
に
よ
っ
て
恰
か
も
實
謹
を
得
た
る
が
如
き
感
を
懐

か
し
め
ら
る
・
等
の
こ
と
を
思
へ
ば
、
第
二
の
理
由
は
有
の
定
立

固
定
化
に
饗
し
て
叢
も
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
重
税
身
、
・
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ

有
無
の
關
係
に
就
て

る
の
で
あ
る
、
（
有
或
は
外
界
の
定
立
に
流
し
て
は
其
外
（
づ
）
感
宮

詣
豊
と
記
憶
及
想
像
と
の
相
異
、
（
ロ
）
知
畳
内
容
相
互
の
關
係
聯

關
に
法
則
性
の
存
す
る
こ
と
、
（
ハ
）
從
っ
て
結
果
を
豫
言
し
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
と
等
が
墓
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
等
は
唯
想
望
鋤

象
の
實
在
性
の
特
性
を
指
示
す
る
の
み
に
止
ま
る
の
で
あ
っ
て
、

何
等
特
に
外
界
の
不
断
言
語
す
る
こ
と
の
理
由
と
は
な
り
得
な
い

で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
嘉
名
経
験
に
断
て

知
豊
的
な
實
在
性
を
右
せ
す
、
全
く
観
念
的
或
は
概
念
的
な
る
も

の
が
素
朴
的
猫
断
的
に
固
定
化
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば

直
話
に
於
け
る
憩
々
の
不
死
、
唯
物
論
に
於
け
る
電
子
原
子
、
唯
心

論
に
於
け
る
「
形
祁
」
等
が
帥
ち
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
か
く
の
如
き

固
定
化
は
第
一
の
理
歯
の
一
場
合
と
し
て
、
蜀
象
の
特
殊
性
に
よ

っ
て
直
に
そ
の
存
績
か
要
求
思
惟
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
）

　
有
の
圃
定
化
さ
る
Σ
　
蝶
⊥
田
は
以
卜
一
述
ぶ
る
が
加
押
く
考
へ
・
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
然
し
其
庭
に
は
（
イ
）
知
麗
（
或
は
有
）
の
本
質
に
驕

す
る
無
理
解
、
（
ロ
）
時
に
よ
り
、
殊
に
入
に
よ
っ
て
有
を
異
に

す
ろ
こ
と
に
留
意
せ
ざ
る
こ
と
、
而
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の

現
在
見
る
が
ま
・
、
の
有
を
無
批
判
的
に
圃
定
化
す
る
こ
と
、
（
ハ
）

…，

ｼ
入
」
或
ぱ
「
他
入
の
繧
験
」
な
る
も
の
は
全
く
自
己
の
経
駿
外
で

九
五



”i　，ss

折
μ
墨
’
研
究
　
　
齢
擢
二
百
轟
ハ
十
九
號

あ
る
か
ら
、
實
は
有
で
は
な
く
無
で
な
け
れ
ば
な
あ
ぬ
こ
と
に
注

意
せ
ざ
る
こ
と
、
（
一
「
）
思
惟
概
念
す
る
所
（
知
箆
の
中
断
中
、
他
人

の
経
験
、
「
客
観
界
」
等
）
を
、
そ
れ
と
し
て
或
は
躍
に
そ
れ
丈
け
と

し
て
（
卸
ち
思
惟
概
念
と
し
て
）
正
當
に
認
識
す
る
こ
と
を
せ
す
、

直
に
感
蜷
的
實
在
な
る
か
に
考
ふ
る
こ
と
、
（
ホ
）
從
っ
て
ま
た
主

観
の
直
接
な
る
経
験
を
輕
ん
じ
、
思
惟
概
念
の
所
疲
た
る
外
界
を

重
税
す
る
等
の
誤
謬
が
存
准
ず
る
、
．
今
此
虚
に
此
等
の
事
實
に
充

分
注
意
し
且
上
記
有
固
定
化
の
理
由
を
な
す
永
績
性
及
客
観
性
並

に
「
原
因
」
等
の
諸
要
求
に
も
正
し
く
慮
ぜ
ん
と
す
る
時
、
其
腱
に

は
如
何
な
る
右
も
…
固
定
さ
れ
得
す
、
必
然
一
義
的
に
乱
吹
的
有
心

無
の
概
念
．
』
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
（
通
一
三
恥
毛
的
な
存
在
と
考
へ
瞑
り
れ
一
し
・
の
る
白
H
然
岬
界
麻
膨
史
卿
夘
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

の
如
き
も
の
が
、
實
は
極
め
て
頻
繁
に
中
断
々
績
す
る
活
動
爲
眞

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
就
い
て
は
既
に
哲
學
研
究
費
二
二
七
號

「
時
闇
と
實
在
」
に
於
て
蓮
べ
た
所
で
あ
る
。
）

　
の
哲
學
雑
誌
第
五
六
九
號
「
直
接
経
験
の
哲
學
と
形
而
上
學
」
滲
照
。

　
三
哲
學
雑
誌
第
五
八
二
號
「
酸
接
経
齢
…
の
一
二
と
形
而
上
學
」
参
照
。

　
㈹
フ
ユ
ー
ム
、
カ
ン
ト
等
（
現
代
に
て
ほ
H
（
三
唱
ρ
導
計
躍
↑
・
鎖
貯
ハ
ま

　
　
竃
】
鴬
。
の
∴
〉
■
㌶
藷
。
・
o
閲
，
導
濁
貯
建
干
§
瞬
M
嵩
匙
向
。
祠
昏
9
】
緊
層
鵠
巴
｝
8
憎
算

　
　
桑
木
博
士
「
哲
學
概
論
」
等
々
）
。
猫
前
記
二
黒
雑
誌
第
五
入
山
號
拙

九
六

　
稿
気
鋭
、

④
屠
〔
三
）
。
L
出
三
。
…
［
戸
＝
彊
…
＝
（
誉
細
U
孟
。
凱
。
｝
）
三
。
…

　
≡
養
噛
】
祠
象
。
　
箏
，
罪
。
雪
窪
陶
馨
7
8
ユ
。
瑚
知
ρ

四

レ
と
。
湊
Ω
．
り
］
臨
三
巳
7

　
以
上
述
ぶ
る
が
如
く
直
接
経
験
設
の
立
場
に
於
て
は
實
在
は
常

に
有
無
交
代
し
つ
エ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
有
の
世
界
（
満
ち
「
宇

宙
」
）
は
常
に
開
闘
患
現
流
出
し
つ
Σ
あ
る
と
共
に
、
ま
た
常
に
濡

融
蹄
浸
流
入
し
つ
・
あ
る
の
で
あ
る
。
（
吾
入
日
常
の
「
経
験
」
か
師

ち
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
）
師
ち
開
開
創
世
流
出
は
一
回
限
り
の
事
で

は
無
く
、
（
「
蛍
の
終
」
流
入
と
共
に
）
目
々
繰
り
返
へ
し
行
は
れ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

＼
あ
る
の
で
あ
る
（
而
も
甚
だ
短
か
き
周
期
に
於
て
）
。
（
永
遠
な
る

も
の
は
實
有
濃
墨
で
あ
っ
て
、
有
な
る
「
宇
宙
」
は
唯
瞬
間
の
事
た

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
）
而
し
て
ま
た
そ
の
創
世
（
或
は
終
末
）

　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ

の
次
第
過
程
も
何
等
劇
的
怪
奇
の
も
の
で
は
な
く
、
日
常
見
る
が

ま
エ
の
極
め
て
李
凡
な
る
も
の
で
あ
る
。
（
薙
に
從
來
の
「
思
辮
的
」

な
獲
展
論
に
は
本
誌
と
現
象
と
の
間
の
理
論
的
驕
係
を
、
直
に
移

し
て
宇
宙
右
回
の
時
間
的
順
序
と
な
す
が
如
き
傾
向
が
あ
る
の
で

　
　
　
　
　
①

あ
る
け
れ
ど
も
、
事
物
の
欝
的
な
理
論
的
關
係
と
時
間
的
の
順
序

と
は
異
る
二
者
と
し
て
峻
尽
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
一
i
元
よ
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り
「
終
局
原
丙
」
の
一
で
あ
る
べ
き
こ
と
從
っ
て
終
局
原
因
た
る

「
一
黒
し
が
事
物
の
理
論
的
繭
係
と
時
間
的
順
序
と
に
零
し
て
同
時

に
理
由
た
り
原
因
と
な
る
。
へ
き
こ
と
は
言
・
誹
迄
も
な
い
こ
と
で
あ

る
が
。
ま
た
實
在
の
異
質
的
要
素
を
他
の
要
素
か
ら
導
き
嵐
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
す
る
こ
と
も
経
験
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
）

（
從
來
の
閥
閣
説
も
多
く
は
有
廓
ち
宇
窃
は
無
よ
り
生
じ
た
る
も

の
と
す
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
れ
も
そ
の
有
を
固
定
し
、

こ
れ
を
唯
」
回
限
り
の
事
と
す
る
。
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
宇

宙
順
環
論
或
は
印
度
の
劫
波
説
等
は
開
聞
を
｝
回
限
り
の
事
と
は

せ
す
、
有
無
の
交
代
を
考
．
幽
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
有
の
固

定
化
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ゴ
三
襟
で
あ
る
。
ま
た
宇
宙
論
に
於
け

る
有
の
固
定
化
は
思
惟
の
嚢
達
と
共
に
一
居
群
度
を
加
ふ
る
の
で

あ
っ
て
、
古
代
罷
職
に
於
て
は
翫
に
早
や
く
右
が
無
始
無
終
と
せ

ら
れ
、
印
度
に
於
て
は
調
書
に
次
ぐ
奥
義
書
の
…
開
鞠
．
誰
は
最
早
無

よ
り
展
開
す
る
も
の
で
は
な
く
梵
廓
ち
有
よ
り
嚢
澄
す
る
も
の
と

な
り
、
更
に
學
派
時
代
に
入
っ
て
は
最
早
世
界
は
「
始
め
」
が
無
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

藻
琴
に
無
始
旧
恩
の
輪
廻
が
堅
く
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
）

　
の
例
へ
ば
易
、
瀞
老
叫
†
等
。
（
灘
ウ
示
姫
寺
に
一
も
類
似
の
言
旬
が
“
あ
ろ
。
）

　
働
哲
㎝
學
難
一
瞬
融
冗
文
〇
・
九
號
畑
野
稿
「
蒔
．
読
唱
他
物
哲
汽
測
田
互
の
閣
…
係
に
就
い
て
し

有
撫
の
關
係
に
就
．
失

　
初
節
及
末
節
参
照
。

紛
比
較
的
主
魏
的
維
験
た
重
ん
ず
る
騨
宗
と
錐
も
刑
に
例
外
た
な
冬
な

　
い
Q
故
に
天
地
未
分
以
前
等
の
語
が
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
唯
讐
二
丁
ぽ

　
硯
象
と
本
膿
と
の
理
論
的
關
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
眞
の
宇
宙

　
開
開
た
意
味
す
る
も
の
で
ば
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
っ

五

　
次
に
有
無
の
關
係
の
極
め
て
重
要
な
る
一
方
面
と
し
て
此
遂
に

佛
教
の
所
謂
「
室
」
の
概
念
並
に
理
論
が
検
討
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
と
需
ふ
の
は
佛
教
の
「
室
」
は
佛
教
の
所
謂
有
無
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
室
は
（
吾
人
の
否
定
す
る
）
有
固
定

化
の
立
場
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
（
薙
に
佛
敏
の
所
謂
有
無
の
意
義

に
就
い
て
は
第
一
一
節
註
②
参
照
）
。
元
よ
り
此
庭
に
「
室
」
の
細
論
に

深
く
立
入
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

究
着
し
て
所
轄
，
自
性
」
即
ち
猫
存
的
固
定
的
實
艦
性
の
否
定
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
「
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
っ

て
、
誰
に
も
異
論
の
無
い
所
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
（
原
始
佛
歎
の
室

観
が
無
常
無
我
か
ら
導
か
れ
て
居
る
の
で
あ
り
、
小
乗
の
室
観
も

亦
元
よ
り
入
我
の
無
自
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
殊
に

大
乗
の
室
論
が
專
ら
…
切
諸
法
の
無
嵐
性
を
立
聾
せ
ん
と
す
る
も

九
七
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①

の
で
あ
る
こ
と
等
は
周
く
知
ら
れ
て
み
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
此

庭
に
所
謂
自
性
と
は
猫
存
的
圏
定
的
の
實
腱
を
意
味
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

あ
る
こ
と
は
特
に
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
と
思
ふ
。
元
よ
り
原
始
佛

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ

教
に
於
て
は
素
朴
的
に
、
無
常
攣
化
す
る
も
の
、
無
に
録
す
る
も

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
を
指
し
て
直
に
室
師
ち
「
製
し
き
こ
と
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

こ
は
や
が
て
概
念
的
に
は
「
自
性
」
の
否
定
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
後
蓮
参
照
）
。
ま
た
原
始
佛
教
に
於

て
は
盛
は
實
践
的
に
事
物
或
は
行
法
の
無
償
柔
な
る
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
る
揚
煮
も
あ
る
か
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
は
恐
ら
く

事
物
或
は
行
爲
の
室
激
憤
ち
無
自
性
か
ら
落
筆
せ
ら
る
Σ
結
果
か

ら
償
値
判
．
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
猫
此
慮
に
「
室
」
は
か
く
有
る
も
の
・
「
自
性
の
無
い
こ
と
」
を
、

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

部
ち
「
有
の
室
な
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
、
有
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
サ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も

無
い
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
無
」
と
は
嚴
に
空
風
さ
れ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
⑤

ら
ぬ
の
で
あ
る
。
）
酵
に
或
は
諸
法
の
「
相
依
相
倹
」
の
事
様
、
瀾
係

を
以
て
室
と
な
す
こ
と
も
あ
み
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
（
例
へ
ば
宇

井
伯
壽
氏
印
度
哲
學
史
に
は
「
、
諸
法
の
岡
定
的
實
罷
の
無
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
を
指
し
て
い
・
幽
意
味
が
其
第
一
の
内
容
で
あ
一
〇
し
と
な
す
外
、

「
一
事
物
が
他
の
一
切
の
事
物
と
全
膿
的
の
瀾
係
を
な
し
、
關
係
的

証
入

に
一
切
の
事
物
を
包
括
し
て
み
る
の
を
表
は
す
が
室
の
意
味
で
あ

⑦る
L
、
「
か
く
し
て
一
物
を
も
固
定
叢
立
と
し
て
留
め
な
い
ま
で
に

至
ら
し
め
、
逢
に
凡
て
を
所
統
一
と
な
し
、
而
も
其
所
統
一
に
翻

す
る
能
統
｝
に
立
た
し
む
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
察
の
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
そ
し
て
眞
實
の
意
味
内
容
で
あ
る
。
」
或
は
「
塞
と
い
ふ
は
他
語

に
て
い
へ
ば
線
起
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
絹
依
と
い
ふ
こ
と
で
あ

⑨る
」
等
と
す
る
）
、
そ
は
然
し
こ
れ
が
内
含
的
に
一
切
諸
法
の
無
自

性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
若
し

然
ら
す
し
て
そ
れ
が
全
く
異
る
意
味
を
有
す
る
も
の
と
せ
ば
、
こ

れ
を
同
一
な
る
語
を
以
て
呼
ぶ
こ
と
は
甚
し
く
妥
當
を
峡
く
も
の

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
實
際
コ
事
物
が
他
の
　
切

の
事
物
と
全
艦
的
の
驕
係
を
な
し
」
、
「
凡
て
を
所
統
一
」
と
す
る

こ
と
は
明
か
に
「
猫
存
的
」
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
全
佛
教
を
通
貫
す
る
室
概
念
が

「
自
性
」
郎
ち
猫
存
的
國
定
的
實
罷
の
否
定
で
あ
り
、
ま
た
殊
に
大

乗
室
論
に
於
て
問
題
と
せ
ら
る
・
室
が
專
ら
こ
れ
で
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
此
慮
に
は
「
察
」
を
か
く
理
解
し
て
こ
れ
を
考
察
瞼
帯
す

る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
佛
教
に
於
け
る
「
室
」
の
概
念
は
以
土
の
如
き
も
の
と
し
て
、
次
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ヘ
　
　
へ

に
然
ら
ば
そ
の
「
貧
し
の
理
論
は
如
何
な
み
も
の
で
あ
ら
う
か
。
古

受
配
教
室
論
の
第
ス
最
重
要
）
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
も
の
は
龍

樹
の
要
論
十
二
門
鑑
等
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
（
こ

は
大
乗
最
初
の
調
期
的
な
室
論
で
あ
る
の
み
で
な
く
渠
實
に
全
大

乗
を
支
配
す
る
室
論
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
み
の
で
あ
る
）
、
其
等
、
諸

論
の
中
心
要
旨
を
成
す
も
の
は
「
彼
の
因
豫
所
生
法
、
我
設
郎
是

塞
、
加
賀
儒
偶
名
、
亦
是
巾
道
義
」
（
所
謂
三
諦
褐
な
る
も
の
）
で
あ

　
　
　
　
　
⑩

る
と
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
更
に
こ
の
「
函
縁
所
雄
法
、
我
説
師
資
空
」

は
唯
に
中
論
及
十
二
二
足
の
中
心
要
旨
を
な
す
の
み
で
無
く
、
實

に
全
佛
教
察
論
の
愚
心
要
旨
を
な
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
の

で
あ
る
（
原
始
⑳
教
に
於
て
も
そ
の
無
我
は
「
因
縁
所
生
」
に
一
・
α
つ

て
識
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
．
り
、
小
乗
の
人
室
我
無
も
岡
じ
く
こ

れ
に
よ
っ
て
み
る
の
で
あ
り
、
叉
後
世
の
諸
大
桑
何
れ
も
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

よ
っ
て
空
を
立
し
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
）
り
依
っ
て
此
々
に

は
こ
れ
を
佛
教
察
論
の
要
訣
と
見
倣
し
て
、
專
ら
こ
れ
を
検
察
考

究
す
る
こ
と
と
し
随
い
と
患
ふ
、
パ
大
乗
議
論
に
は
右
の
外
唯
識
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

等
に
よ
る
特
殊
の
頸
部
が
無
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
此
等
の
も

の
は
通
佛
教
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
立
面
な
い
で
あ
ら
う
。
）

　
却
説
「
因
縁
所
生
」
康
門
臼
｝
、
窪
8
膨
面
鼠
魯
と
は
「
籾
縁
⇔
て
生

　
　
　
　
　
有
無
の
關
係
に
就
て

起
す
る
こ
と
」
の
意
で
あ
っ
て
（
剛
）
雲
離
）
帝
エ
書
H
暮
一
）
§
一
幣
は
［
、
相
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

。
り
て
塗
起
し
允
な
も
の
」
の
意
）
、
そ
は
常
に
鹸
化
を
意
味
し
て
み

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
普
逓
に
因

豫
と
稔
せ
ら
る
・
場
合
に
は
、
華
墨
に
は
「
刻
し
こ
れ
あ
れ
ば
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
彼
あ
り
」
，
「
若
し
こ
れ
無
け
れ
ば
彼
な
し
」
と
し
欝
的
に
解
さ

れ
得
る
方
面
と
、
「
若
し
こ
れ
生
す
れ
ば
静
置
じ
」
、
「
若
し
こ
れ
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
れ
ば
郎
ち
彼
滅
工
臼
」
と
し
て
動
的
に
解
さ
る
べ
き
方
面
と
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

方
面
が
あ
る
こ
と
は
廣
く
知
ら
れ
て
み
る
所
で
あ
．
る
。
（
一
）
巨
圃
膏
丁

叩い

`
H
曲
学
魯
と
殆
ど
闘
義
に
用
ひ
ら
る
・
一
票
溶
け
饗
夢
ハ
山
門
磯
曲
な

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

呼
4
3
語
が
「
相
豫
り
て
議
す
る
」
の
外
に
「
相
縁
り
て
在
る
」
の
意
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
こ
と
も
亦
注
意
指
摘
せ
ら
れ
て
る
る
。
面
罵
に
よ
っ
て
は
「
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

依
相
侯
」
の
静
的
意
義
を
よ
り
重
要
で
あ
る
と
し
、
中
論
罪
に
於

け
る
「
因
縁
所
生
」
を
專
ら
此
静
的
意
味
に
解
せ
ん
と
す
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　
⑯

も
見
る
の
で
あ
る
、
）
放
に
此
虚
に
は
こ
の
欝
動
二
方
面
を
魑
平
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
こ
と
と
し
、
始
め
に
先
づ
静
的
な
「
相
晶
相
倹
」
の
開
係
を
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
、
次
ぎ
に
動
的
な
愛
化
の
こ
と
に
移
り
篤
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
吾
人
の
實
際
に
経
験
す
る
事
再
臨
ち
所
謂
二
曹
し
が
常
に
粗
三

相
倹
で
あ
っ
て
、
郊
何
な
る
場
合
に
於
て
も
猫
存
的
圃
定
的
實
罷

が
経
験
さ
る
・
こ
と
の
な
い
こ
と
は
動
か
す
こ
と
の
晦
來
な
い
事

九
九
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哲
畢
研
究
　
第
二
百
六
十
九
號

聯
貫
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
少
く
と
も
…
彿
一
偏
が
　
此
前
細
捉
に
立
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
は
雷
・
勘
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
故
に
か
・
る
濁

存
的
固
尚
正
髪
筋
頁
罷
“
蟹
雌
確
へ
る
こ
と
は
全
く
触
雷
の
田
脚
緋
に
外
あ
な
・
ら

す
、
從
っ
て
實
謝
謝
實
の
問
題
（
理
論
問
題
）
に
際
し
て
全
く
無
盆

で
あ
る
こ
と
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
の
み
な
ら
す
思
考
上
に
も
、
全

く
孤
立
猫
存
の
・
實
艦
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
（
今
如
何
に
高
齢
皐
純

な
る
存
在
を
抽
象
思
惟
せ
ん
と
し
て
も
常
に
必
ず
何
等
か
の
背
景

饗
照
が
考
へ
ら
れ
、
最
後
に
は
そ
の
存
在
す
る
こ
と
郎
ち
右
に
封

し
て
無
が
相
懸
封
立
概
念
或
は
背
景
と
し
て
思
縫
せ
ら
れ
る
こ
と

み
黒
妹
．
。
、
署
募
無
キ
無
籍
倹
し
の
關
係
を
婆
夢
。
諏
に
呆

曾
有
一
法
、
不
從
因
縁
生
ご
と
雷
ふ
こ
と
は
「
永
湛
的
な
眞
理
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
。
）
從
っ
て
其
虞
に
自
性
郎
ち
狽
存

的
固
定
的
窪
々
の
概
念
並
に
存
在
が
極
力
拒
否
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
元
よ
り
當
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
藪
に
直
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

立
言
か
る
蕊
如
く
、
因
縁
即
ち
相
依
相
碁
と
言
ふ
こ
と
と
気
配
的

蛮
罷
と
言
ふ
こ
と
と
は
明
か
に
矛
盾
せ
る
概
念
で
あ
る
か
ら
、
恥

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
概
念
分
析
に
よ
っ
て
猫
存
的
實
腿
（
の
隠
匿
）
は
容
易
に
（
一

般
的
に
）
否
定
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
中
論
等
の
な
す
所
は
撃
ち

こ
れ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
．
バ
有
無
品
六
種
六
三
相
品
等
々
総
て

一
〇
〇

概
念
の
分
析
論
難
に
外
な
ら
ぬ
。
）
故
に
一
般
、
自
性
し
の
否
定
蔀
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

所
謂
「
一
切
皆
室
」
の
論
澄
は
組
…
依
相
嫁
に
よ
っ
て
、
然
り
此
一
事

に
よ
っ
て
容
易
に
且
つ
完
全
に
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
こ
の
和
依
相
碁
に
依
る
自
性
の
否
定
は
論
謹
で
あ
っ
て
（
一
）
そ

　
　
ヘ
　
　
へ

れ
は
翠
蓋
で
な
い
こ
と
、
（
二
）
叉
そ
の
否
定
は
專
ら
（
反
挙
々
立

慨
念
た
る
と
、
猫
存
的
」
に
嘱
し
て
行
は
る
・
の
で
あ
っ
て
「
下
定

的
」
に
燃
し
て
は
殆
ど
否
全
く
燭
る
・
所
が
無
い
こ
と
を
注
意
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
從
っ
て
歳
額
に
は
依
他
信
書
定
的
宵
．
醗

が
存
在
し
得
る
餓
地
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
素
の

全
部
或
は
そ
の
遜
る
も
の
は
（
超
驕
係
的
猫
存
的
實
罷
性
は
有
し

得
す
と
も
）
常
に
池
と
縮
依
指
骨
の
關
係
を
維
持
し
つ
転
固
定
的

嘱
貫
属
性
を
保
持
山
9
ろ
ζ
〕
涛
特
か
可
．
二
期
で
は
あ
な
い
か
と
考
へ
ρ
り
れ
る

（
例
…
へ
ば
淋
翫
塞
、
時
間
、
轟
亦
色
、
コ
兀
素
」
等
々
）
。
一
罪
複
A
口
物
に
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
も
静
的
な
相
依
相
倹
は
直
に
そ
れ
の
固
定
馬
跳
在
性
を
否
定

す
る
も
の
と
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
（
相
状
相
倹
に
結

合
せ
る
ま
x
画
定
静
止
し
て
存
立
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
○
）
故

に
静
的
な
参
篭
相
侯
は
「
猫
存
的
」
は
否
定
す
る
も
「
固
定
的
」
（
依

・
他
的
周
定
的
黒
癩
）
は
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
（
從
っ
て
小
乗

佛
教
に
於
け
る
「
法
有
」
な
る
も
の
が
若
し
か
エ
る
依
他
的
薗
定
的
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燭
魚
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
法
の
種
、
類
に
よ
っ
て

は
何
等
差
支
な
い
こ
と
と
な
る
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
）

　
次
に
「
鍵
盤
」
で
あ
る
が
、
二
は
ま
＃
他
の
一
つ
の
有
力
な
る
事

實
で
あ
っ
て
、
中
細
等
の
室
理
論
に
於
て
も
元
よ
り
此
事
が
充
分

　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

注
意
さ
れ
、
そ
の
論
澄
に
も
充
分
利
用
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

原
始
佛
教
に
於
て
此
事
が
（
「
無
常
」
と
し
て
）
特
に
著
し
く
注
意
せ

ら
れ
た
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
（
前
述
）
。
君
ふ
迄
も

な
く
学
園
の
概
念
は
園
定
的
實
准
性
に
反
封
ず
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ら
、
そ
の
愛
化
す
る
も
の
・
無
自
性
な
る
こ
と
は
論
議
の
徳
地
の

無
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
に
そ
れ
が
事
由
と
し
て
経
適
せ
ら
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

場
合
に
は
、
そ
れ
は
直
な
る
室
の
論
謹
で
は
な
く
實
識
（
直
謹
）
と

な
る
の
で
あ
る
。
静
的
な
「
、
相
依
湘
倹
」
に
よ
つ
て
は
塞
は
唯
論
謹

せ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
「
痩
化
」
に
よ
っ
て
は
塞
は
實
誼
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
夏
に
静
的
な
相
依
相
倹
に
よ
っ
て
は
猫

へ
　
　
へ

存
的
實
在
性
が
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
憂
化
」
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
主
と
し
て
嘉
定
的
翁
面
性
が
否
定
せ
ら
れ
る
。
藪
に
元
よ
り
「
憂

化
」
は
、
そ
の
憂
化
に
身
命
す
る
限
り
の
も
の
に
就
い
て
粗
画
相
侯

の
驕
係
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
に
甚
だ
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か

有
無
の
關
係
に
就
て

ら
、
從
っ
て
こ
れ
を
棚
卸
相
倹
に
依
る
迂
論
謹
の
有
力
な
る
協
力

者
と
見
嘉
す
こ
と
は
差
支
な
い
の
み
で
無
く
、
寧
ろ
甚
だ
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

こ
と
で
も
あ
ら
う
。
然
し
そ
は
間
接
の
事
で
あ
っ
て
、
直
接
に
は

　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
へ

そ
の
憂
化
す
る
當
の
も
の
に
就
い
て
そ
の
非
岡
定
性
を
直
指
す
る

の
が
、
そ
の
本
妻
的
な
意
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
殊
に
隷
風
化
」
に
は
「
直
接
そ
の
攣
化
に
蘭
與
せ
ざ
る

も
の
」
も
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
も
の
に
就
い
て
、

相
依
相
倹
は
未
だ
必
し
も
明
瞭
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
室
の

理
論
上
攣
化
と
相
状
相
倹
と
の
意
義
を
異
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
甚
だ
明
か
で
あ
る
と
思
ふ
。
か
く
の
如
～
、
「
愛
馬
」
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

攣
化
す
る
當
の
も
の
に
就
い
て
、
直
に
塾
、
の
固
定
的
實
盟
性
を
否

定
す
る
こ
と
を
以
て
本
質
的
な
任
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
（
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
、
、

教
の
如
く
有
を
固
定
化
す
る
立
場
に
於
て
は
）
…
切
の
も
の
、
憂

化
す
る
こ
と
は
繧
験
に
よ
っ
て
は
確
め
る
こ
と
が
出
双
な
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
切
皆
室
を
實
適
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
「
愛
化
」
は
孟
母
に
憂
化
が
経
験
せ
ら

れ
つ
・
あ
ろ
も
の
或
は
既
に
経
験
せ
ら
れ
江
も
の
に
就
い
て
、
そ

の
室
を
言
ひ
得
る
の
み
で
あ
る
。
）
の
み
な
ら
す
ま
た
一
切
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

・
必
ず
愛
化
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
も
論
理
前
明
か
で
は
な

｝
○
一
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ヘ
　
へ

い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
憂
化
し
は
（
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
）
一
切
皆

　
　
ヘ
　
　
へ

室
を
論
淫
す
る
こ
と
も
亦
不
可
能
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
從
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
へ

て
其
手
に
は
前
の
場
合
と
同
襟
に
依
他
的
出
定
的
實
盤
の
可
能
が

獲
さ
る
、
こ
と
と
な
る
（
而
し
て
現
に
室
間
元
素
原
子
等
の
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
）
．
、
（
依
他
的
個
物
に
就
い
て
そ
の
近

へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

似
的
或
は
蓋
然
的
不
慮
は
常
に
見
る
所
で
あ
る
が
、
亦
そ
の
縄
封

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
ザ
小
織
久
も
考
へ
得
・
ら
れ
る
と
田
必
ふ
。
折
口
塵
・
置
潮
融
第
六
〇
少
目
號
拙
錆
個

参
照
、
）

　
…
、
相
…
依
翻
相
倹
」
並
に
異
動
化
し
の
争
心
兼
肌
は
夫
々
以
上
の
如
く
麗
日
へ
・
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
静
的
な
相
依

相
擁
は
一
切
六
七
を
論
謹
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
實
謹
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
・
遊
悪
化
は
、
直
に
一
部
の
室
を
絶
望
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
の
で
は
あ
る
が
、
一
切
の
駅
弁
は
論
謹
實
謹
共
に
な
し
得
な
い

の
で
あ
る
（
有
を
愈
愈
化
す
る
佛
教
の
立
場
に
於
て
は
）
。
叉
欝
的

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
相
田
絹
倹
は
乱
声
的
實
在
性
を
否
定
す
る
の
で
あ
ろ
が
、
憂
慮

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
画
定
的
實
罷
性
を
否
定
す
る
。
從
っ
て
こ
の
爾
者
の
結
合
た
る

【、

�
緒
叶
ｶ
法
」
は
二
切
立
室
L
を
論
謹
（
完
全
に
）
す
る
と
共
に
、

一
部
の
室
を
實
謹
す
る
も
の
と
な
る
。
但
し
藪
に
そ
の
論
謹
は
主

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
猫
存
的
實
庇
性
に
湿
し
て
な
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
て
、

…
〇
二

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

圏
定
的
實
在
性
に
鋤
し
て
は
充
分
と
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
、
、
一

切
皆
室
が
實
謹
さ
れ
な
い
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
而
し
て
か
く

室
に
野
猫
存
性
と
非
顕
定
性
、
實
謹
さ
る
・
も
の
と
さ
れ
ざ
る
も

の
等
を
分
か
つ
こ
と
は
、
室
の
理
論
上
極
め
て
必
要
な
こ
と
と
し

て
此
慮
に
特
に
注
意
し
赴
く
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
中
論
等
協
調
の
佛

教
室
論
に
於
て
は
コ
切
首
室
」
と
し
て
皆
等
し
く
空
の
一
語
を
以

て
呼
ぶ
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
黒
雲
の
如
く
三
筆
存
的
の
室
と
非

固
定
的
の
室
と
は
意
義
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
愚
挙
に
は

依
他
的
圏
定
的
實
艘
の
如
き
も
の
が
可
能
で
あ
る
。
叉
直
接
實
識

し
得
る
室
と
唯
論
謹
せ
ら
る
、
に
止
ま
る
室
と
も
意
義
を
異
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

る
の
で
あ
っ
て
、
前
者
は
思
惟
を
待
丸
す
し
て
素
朴
帥
、
に
直
に
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
蜜
謹
さ
る
・
に
反
し
て
、
後
者
は
思
惟
に
よ
っ
て
唯
間
接
に
論

渡
せ
ら
る
・
に
過
ぎ
な
い
。
從
っ
て
攣
化
の
極
め
て
著
し
い
複
合

物
と
要
素
と
は
室
論
上
随
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら

れ
る
。
ま
た
黒
黒
せ
ら
る
』
室
に
就
い
て
も
、
鷲
別
的
移
動
的
な

要
素
の
室
と
普
遍
不
動
的
な
因
縁
法
事
津
蟹
の
如
き
も
の
の
室
と

は
旺
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
現
に
後

の
大
乗
及
小
乗
に
於
て
は
此
等
の
も
の
が
腿
別
せ
ら
れ
て
る
る
の

　
　
⑳

で
あ
る
．
．
）
今
夏
に
獄
上
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
佛
教
の
至
論
は
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（
一
）
「
相
依
相
倹
」
に
よ
っ
て
一
切
宮
室
を
必
要
す
、
（
二
）
「
饗
化
」

に
よ
っ
て
一
部
の
室
を
實
謹
す
、
（
三
）
有
を
固
定
す
る
に
よ
っ
て

一
切
尊
命
は
實
着
し
得
す
、
（
四
）
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
依
他
的
同

定
的
實
艦
を
否
定
し
得
な
い
，

　
佛
歓
の
「
盛
」
に
就
い
て
は
ほ
ゴ
以
上
の
如
く
槻
察
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
然
ら
ば
介
本
書
の
経
験
説
の
立
場
に
於
て
は
室
は
如

何
な
る
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
此
塵
に
も
流
動
相
侯
に

よ
っ
て
一
切
皆
室
が
論
乱
し
得
ら
る
、
事
は
佛
教
と
全
く
同
じ
で

あ
る
（
但
し
此
場
合
そ
の
相
依
相
当
の
事
實
の
把
握
は
、
佛
敏
の
如

く
客
観
封
象
の
全
般
に
就
い
て
一
々
観
察
す
る
必
要
は
無
く
、
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
へ

客
槻
界
全
艦
の
存
在
に
鋤
す
る
圭
観
の
重
要
性
に
注
意
す
る
の
み

で
「
充
分
」
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
佛
教
に
於
て
も
唯
識
論
に
煽

て
は
識
の
重
要
性
が
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
佛

教
の
唯
識
論
は
唯
心
論
と
し
て
識
を
偏
重
し
且
ρ
こ
れ
を
實
罷
化

し
、
叉
別
に
眞
如
の
如
き
も
の
を
外
に
認
む
る
等
の
不
備
を
有
す

る
の
で
あ
る
。
）
然
し
此
立
場
に
於
て
は
其
の
外
特
に
次
の
如
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

と
が
言
ひ
得
ら
れ
る
。
（
一
と
切
諸
法
が
無
と
な
る
と
雷
．
幽
愛
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
切
逼
塞
を
實
讃
す
る
こ
と
が
鵬
來

有
無
の
關
係
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
（
二
）
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
依
他
的
同
定
的
實
艦
を
否
定
す
る

こ
と
が
出
來
る
、
（
但
し
有
の
存
蔵
す
る
限
り
に
於
て
依
他
的
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

的
實
在
を
考
ふ
る
こ
と
は
何
等
譲
支
な
い
の
で
あ
る
。
）
（
三
）
［
、
一

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

切
諸
法
が
無
と
な
る
」
と
雷
ふ
意
味
、
又
「
，
一
切
諸
法
が
同
時
に
無

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
な
る
」
と
雷
ふ
意
味
に
於
て
、
新
し
き
室
概
念
々
樹
立
す
る
こ

と
が
椙
擦
る
。
（
藪
に
有
が
「
無
と
な
る
」
と
言
ふ
こ
と
は
恐
ら
く

室
の
眞
の
意
義
否
本
極
の
意
義
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
れ
る
。
少
く
と
も
原
始
の
意
味
は
こ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

考
へ
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
有
が
無
と
な
る
こ
と
を
先
づ
直
接
素

朴
的
に
経
験
す
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
総
て
如
何
な
る
種
類
で
あ

れ
思
惟
概
念
上
の
「
無
し
」
は
生
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て

三
際
石
子
に
於
て
も
始
め
は
主
と
し
て
或
は
專
ら
此
意
味
の
塞
が

注
意
せ
ら
れ
た
事
は
置
く
知
ら
る
・
所
で
あ
る
。
前
述
。
從
っ
て

此
塵
に
「
有
が
無
と
な
る
」
と
云
ふ
室
概
念
は
何
等
新
し
い
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
な
い
。
否
寧
ろ
古
い
概
念
で
あ
る
。
然
し
一
切
の
も
の
が
無
と

な
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
直
接
経
験
論
の
外
は
確
定
的
に
言
ふ
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
此
岸
に
「
一
切
諸
法
が
無
と
な
る
」
と

言
ふ
室
は
新
し
き
概
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
コ
切
諸
法

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
皆
同
時
に
無
と
な
る
」
と
鴬
ふ
概
念
は
新
し
き
も
の
で
な
け
れ

一
〇
三
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@
ば
な
ら
ぬ
。
藪
に
印
度
劫
波
際
に
壌
劫
室
劫
の
如
き
も
の
が
無
い

7
　
　
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
唯
室
想
或
は
座
雛
の
産
物
に
過
ぎ

　
　
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
特
に
言
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
）

　
　
（
四
）
以
上
は
主
と
し
て
有
に
就
い
て
蓮
べ
九
の
で
あ
る
が
、
亦
無

　
　
に
就
い
て
も
、
有
と
無
と
は
相
引
部
立
概
念
（
從
っ
て
互
に
「
相
依

　
　
相
僕
」
で
あ
る
か
ら
、
論
理
的
に
も
有
が
室
で
あ
る
と
同
じ
く
無

　
　
が
亦
室
と
言
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
（
此

　
　
事
は
從
來
翫
に
注
意
指
摘
せ
ら
れ
て
る
る
）
、
経
験
詮
の
立
場
に
於

　
　
て
は
更
に
有
無
が
常
に
交
代
し
つ
、
あ
る
事
實
に
よ
つ
て
、
一
切

　
　
の
無
（
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
無
）
の
「
無
く
な
る
」
事
が
知
ら
れ
る
の
で

　
　
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
切
の
無
（
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
無
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
室
な
る
こ
と
が
實
謹
せ
ら
れ
る
。
廓
ち
此
虚
で
も
「
…
切
の
無
が

　
　
無
く
な
る
」
と
言
ふ
意
味
の
室
が
今
無
に
就
い
て
樹
立
し
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
の
で
あ
る
。
（
藪
に
無
の
場
合
に
は
一
切
の
無
が
同
時
に
無
く
な

　
　
る
こ
と
は
出
來
ぬ
と
言
ふ
黙
に
穿
て
有
の
場
合
と
は
異
る
所
が
あ

　
　
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
．
る
が
、
然
し
有
の
場
合
に
於
て
も
、
若
し

　
　
無
を
も
そ
れ
と
し
て
一
つ
の
有
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
．
ら
ゆ
る
種
類

　
　
の
有
が
同
時
に
無
と
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
）
從
っ
て
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
説
の
昌
場
に
於
て
は
一
切
の
無
を
も
含
め
て
一
、
一
切
諸
法
。
か
無
と

｝
〇
四

へ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
あ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゑ
　
へ

な
る
し
と
言
ふ
室
義
．
か
腐
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
の
「
出
線
田
暇
法
、
是
黒
煙
自
性
、
著
無
自
性
者
、
云
何
宿
患
法
し
（
十

　
　
二
丁
論
第
一
）
、
コ
切
法
皇
、
三
二
故
、
諸
法
無
性
故
」
（
十
二
門
論

　
　
第
八
ノ
羅
）
、
「
是
因
線
三
無
自
性
、
故
我
二
丁
空
」
（
十
二
門
論
第
八

　
　
ノ
羅
）
、
「
諸
法
有
異
故
、
知
国
是
無
性
、
無
性
法
亦
無
、
一
切
法
空

　
　
故
」
（
中
論
観
行
品
第
三
偶
）
、
唯
識
三
無
性
論
等
々
。
佛
教
大
僻
典

　
　
に
匡
「
閣
線
装
盃
の
法
、
究
寛
し
て
實
妙
な
き
た
空
と
云
ふ
。
又
理

　
　
騰
の
空
寂
な
ろ
を
云
ふ
。
」
と
あ
り
。

　
働
「
自
性
」
に
ぱ
超
關
係
的
蜀
葎
的
鉱
毒
の
意
と
問
定
的
不
墾
的
實
髄
の

　
　
意
と
が
あ
る
。
傍
へ
ば
「
如
諸
法
白
性
、
不
在
於
隷
申
」
（
中
論
槻
因

　
　
線
品
第
四
傷
）
、
「
衆
豫
中
有
性
、
是
事
則
不
然
」
（
申
言
観
有
無
品
4
8
夘
．

　
　
…
偶
）
、
「
性
名
爲
無
作
、
不
待
黒
丸
法
成
し
（
同
第
二
偏
）
、
「
性
若
有
異

　
　
和
、
是
事
終
不
断
」
（
同
第
八
偶
…
）
、
　
「
蒋
諸
法
有
性
、
　
云
何
而
得
異
」

　
　
（
中
論
齪
行
品
第
五
偶
）
等
。
佛
敏
大
僻
典
に
ほ
軍
に
「
諸
法
各
自
に

　
　
不
攣
不
改
の
性
あ
り
、
之
な
自
性
と
名
く
」
と
し
て
後
者
の
意
の
み

　
　
か
塞
げ
て
み
う
け
れ
ど
、
少
く
と
も
大
乗
空
論
の
關
す
る
限
り
で
ば

　
　
伝
単
に
「
こ
れ
丈
｝
U
で
、
ほ
｝
小
充
分
鴫
k
屯
の
る
と
考
へ
済
り
れ
ろ
○
依
つ
ば
」
既
庭

　
　
に
ほ
此
二
つ
の
意
味
を
合
し
て
こ
れ
た
蜀
襟
的
悶
定
六
七
膿
性
と
課

　
　
す
こ
と
と
ゼ
リ
。

　
圃
木
村
泰
賢
氏
「
原
始
佛
敏
思
想
諭
」
（
策
二
七
五
、
工
七
六
頁
）
、
姉
崎

　
　
正
治
氏
「
根
・
不
佛
引
敦
」
醗
寸
参
．
昭
…
o

　
㈲
木
村
泰
賢
氏
「
原
始
佛
教
回
想
論
」
第
二
七
七
頁
、
二
八
八
頁
等
参
照
。

　
向
所
謂
三
諦
掲
が
「
因
線
所
止
法
、
我
親
即
是
無
」
と
諜
さ
る
・
ほ
空
無
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な
」
必
携
す
・
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
［
る
⊃
巴
呉
晶
藁
の
阪
一
字
、
灘
　
の
艦
…
等
が
彊
…
な

　
意
味
す
ろ
も
の
で
無
く
、
空
論
青
笹
す
う
も
の
で
あ
ろ
こ
と
に
言
ふ

　
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
（
曹
洞
五
位
頒
「
南
中
有
路
隔
塵
埃
」
等
）
。

㈲
宇
非
伯
馨
氏
「
印
度
哲
學
史
」
第
二
七
〇
頁
。

の
同
　
第
二
七
一
頁
。

㈹
岡
　
第
二
七
〇
頁
。

働
同
　
第
二
九
一
頁
％

瑚．

?
課
大
藏
経
、
論
都
第
五
巻
、
三
論
解
題
等
。

欺
同
上
条
纂
賢
氏
「
原
始
佛
敏
思
想
論
」
・
愚
啓
行
氏
「
印
度
佛

　
教
史
」
鍾
V
参
昭
…
0

12

u
和
無
性
」
等
。
（
木
村
泰
賢
氏
大
乗
佛
敏
思
想
論
に
ほ
「
一
切
の
現
象

　
ほ
吾
が
妄
心
の
表
象
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
立
揚
か
ら
ほ
一
切
貴
男
と
な

　
り
」
等
の
語
が
あ
る
○
）

聰
よ
不
二
泰
臥
蛛
氏
「
二
仏
顯
㎜
櫛
三
田
心
胆
心
弥
劇
」
第
一
　
一
轟
ハ
百
ハ
、
　
國
戴
…
大
藏
経
、
　
弘
洲

　
部
、
第
五
巷
、
三
論
解
題
第
二
九
頁
等
参
照
。

燭
至
悪
紀
三
氏
「
龍
揖
空
槻
の
研
究
」
第
一
一
三
入
頁
参
照
。

瑚
宇
非
伯
嚢
司
翌
朝
厚
焼
」
第
九
六
頁
・
國
諜
大
商
穫
諭
部
・
第

　
五
巻
、
三
論
解
題
第
二
九
頁
等
。

16

u
事
實
的
眞
理
」
ほ
多
く
「
蓋
然
的
」
で
あ
る
か
、
「
園
線
し
の
眞
理
ぽ

　
「
理
性
的
口
畏
理
」
と
同
姫
赤
（
怯
・
氷
湘
返
的
一
呉
理
で
あ
〉
る
し
」
考
へ
ら
、
れ
．
ろ
Q

踊
例
へ
ば
中
土
観
行
品
（
「
諸
法
有
異
故
、
知
三
二
無
性
」
等
）
、
同
槻
衣

　
無
品
（
謎
1
8
〕
、
十
二
門
論
第
八
（
「
享
有
芸
州
矧
、
諸
法
無
有
性
」
）
等
し

僻
つ
若
請
法
海
性
、
云
何
両
得
異
、
若
諸
法
無
性
、
云
何
両
有
異
し
（
中

有
無
の
關
係
に
就
て

　
論
議
行
詰
四
四
傷
）
、
「
蒋
法
實
有
性
、
後
則
不
慮
無
、
性
若
有
異
枡
、

　
是
事
終
不
然
、
若
法
蔵
有
性
、
云
何
両
可
異
」
（
中
論
観
有
無
品
第
八
、

　
九
傷
）
等
。

期
主
槻
の
維
瞼
百
事
實
た
重
ん
ず
ろ
郡
宗
と
錐
も
別
に
例
外
を
な
さ
な

一
い
・

鋤
小
乗
詞
梨
殿
摩
ぽ
合
成
物
な
假
有
と
し
、
要
素
ぽ
二
幅
と
す
る
。
ま

　
れ
大
乗
嘘
識
諭
ば
依
他
起
性
を
假
有
と
し
、
眞
如
な
眞
有
と
す
る
。

　
匙
信
論
も
眞
如
ぽ
不
窒
と
す
。

　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
王
入
の
直
接
経
験
せ
ざ
る
所
は
（
素
朴
的
直
接
的
に
は
）
総
て
無

へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
言
ふ
の
外
は
な
い
の
で
あ
．
る
が
、
思
惟
の
必
然
的
要
求
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
實
有
的
有
の
存
績
（
或
は
数
時
間
、
或
は
数
日
間
、
或
は
一
生

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

等
）
並
に
實
有
的
無
等
の
信
仰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は

第
二
節
に
蓮
ぶ
る
が
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
吾
人
は
夏
に
回
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
へ

も
直
接
的
普
遍
酌
な
信
仰
と
し
て
　
、
他
人
の
経
験
L
郎
ち
他
の
實
有

、
、
　
　
　
　
　
　
①

的
有
の
信
仰
を
有
す
る
。
然
ら
ば
今
此
等
の
信
仰
の
封
象
間
の
闊

係
は
如
何
に
云
ふ
角
き
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
か
。

　
先
づ
直
接
な
る
實
有
的
弓
に
就
い
て
は
、
就
述
の
如
く
そ
は
常

に
有
無
交
代
し
て
存
押
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
有
的
歌
態
は
常

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
有
限
痩
化
で
あ
り
、
こ
れ
に
饗
し
て
は
無
（
實
有
的
無
）
は
質
料

｝
〇
五
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哲
學
硯
究
　
第
二
百
六
十
九
號

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
内
．
・
容
的
に
よ
－
り
大
と
考
へ
・
ら
れ
或
は
描
愛
眼
と
も
考
へ
得
・
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
と
銑
蓮
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
学
区
的
有
は
ま
た
無
（
實
有
的

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ノ
レ
ド
ト

無
）
の
大
海
を
（
直
接
に
は
亘
り
）
游
ざ
し
つ
Σ
周
期
的
に
有
を
實

現
し
つ
・
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
（
實
有
的
有

・
な
る
實
膿
は
有
の
世
界
に
於
て
游
ざ
移
動
し
つ
・
あ
り
と
す
べ
き

で
無
く
、
叉
虚
無
的
室
間
を
游
ざ
移
動
し
つ
・
あ
る
も
の
と
す
べ

き
で
も
な
い
。
不
断
吾
人
の
経
瞼
が
次
第
に
豊
か
と
な
り
、
有
が

次
第
に
塘
大
し
て
行
く
こ
と
を
、
固
定
的
所
払
な
る
有
の
大
世
界

に
於
て
次
第
に
吾
人
の
眼
界
が
廣
ま
り
行
く
も
の
と
し
て
考
ふ
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ

き
で
は
無
く
、
無
の
大
海
よ
り
次
第
に
よ
り
多
く
を
實
現
有
化
し

行
く
も
の
と
詳
記
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
）

　
次
に
「
他
入
の
経
験
」
即
ち
他
の
實
有
粘
着
に
就
い
て
は
如
何
と

言
ふ
に
、
既
述
の
如
く
他
人
は
自
己
に
等
し
と
し
て
定
立
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
①

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
は
同
じ
く
情
工
的
無
の
大
海
中
を
游
ざ
し

つ
・
あ
る
も
の
と
考
ふ
轟
き
で
あ
る
。
而
し
て
「
他
入
の
経
験
」
は

自
己
と
、
ま
，
に
相
互
に
位
相
…
を
異
に
す
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
（
例
へ

ば
或
る
人
は
眠
り
、
他
の
入
は
醒
め
、
繋
る
入
は
學
び
或
る
入
は

遊
び
、
興
る
入
は
生
れ
或
る
入
は
死
す
）
、
無
の
大
海
中
に
は
多
く

の
實
有
的
有
が
種
々
互
に
位
相
を
異
に
し
つ
Σ
游
ざ
し
つ
・
あ
る

一
〇
六

も
の
と
考
ふ
可
き
こ
と
と
な
る
、
，
（
同
位
相
に
あ
る
も
の
も
互
に
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

を
異
に
す
る
。
）
從
っ
て
無
の
罵
る
一
部
は
（
遡
る
瞬
聞
）
或
る
一
つ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
實
有
的
有
に
よ
っ
て
の
み
有
化
せ
ら
れ
て
居
る
と
考
ふ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
わ
　
　
へ

が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
承
る
一
部
は
如
何
な
る
實
有
言
意
に
よ
つ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

て
も
有
化
せ
ら
れ
な
い
瞬
間
が
あ
り
得
る
と
も
考
へ
得
ら
れ
る
と

思
ふ
。
（
以
上
の
如
く
有
無
の
黒
化
交
代
す
る
實
有
的
有
の
多
数

を
思
惟
信
仰
す
る
と
す
れ
ば
、
「
同
時
に
数
多
の
世
界
あ
り
て
各
自

或
は
ト
・
ア
バ
イ
p
ン
よ
り
出
で
或
は
こ
れ
に
逡
り
つ
・
あ
．
り
」
と

す
る
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
の
説
の
如
き
も
別
に
怪
し
む
を
要
せ

ぬ
こ
と
と
な
る
。
）

　
從
っ
て
ま
た
若
し
か
・
る
信
仰
の
世
界
に
於
て
理
想
的
入
格
者

或
は
最
高
の
富
有
併
有
と
し
て
の
紳
が
信
仰
せ
ら
る
・
な
ら
ば
、

か
Σ
る
紳
は
人
垣
の
有
言
論
の
如
く
常
に
不
動
に
世
界
を
全
税
す

と
し
て
考
へ
ら
る
。
へ
き
で
は
な
く
、
同
じ
く
有
無
交
代
憂
化
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

・
あ
る
も
の
と
し
て
動
的
に
爲
象
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ

ら
れ
る
（
然
ら
ざ
れ
ば
紳
は
吾
入
と
は
質
を
異
に
す
る
例
外
的
の

も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
）
。
か
く
の
如
く
し
て

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぢ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぷ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

信
仰
の
世
界
に
嘗
て
も
有
が
画
定
化
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
無
（
實

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ

有
図
無
）
が
基
罷
と
し
て
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。
（
猫
藪
に
神
の
如
き
全
覗
的
な
大
實
有
を
考
．
勘
る

と
し
て
も
、
そ
は
動
的
に
有
無
交
代
憂
化
し
つ
・
あ
る
も
の
と
し

て
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
位
に
は
依
然
如
何
な
る
實
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
よ
つ
て
も
有
化
せ
ら
れ
な
い
部
分
の
あ
る
瞬
間
を
考
へ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
．
）

（
以
上
蓮
ぶ
る
所
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
加
く
、
信
仰
に
は
實
有

的
有
或
は
そ
の
有
的
擬
態
の
信
仰
と
實
右
虚
無
の
信
仰
と
の
二
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
あ
り
、
叉
そ
の
實
有
図
無
の
信
仰
に
就
い
て
は
直
接
有
の
無
化

せ
る
場
合
の
如
き
無
と
未
だ
一
度
も
有
化
経
験
せ
る
こ
と
な
き
全

く
未
知
の
無
と
の
二
種
が
あ
ろ
。
而
し
て
こ
の
最
後
の
も
の
は
甚

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

だ
間
｛
接
的
で
あ
．
る
、
．
）

　
　
　
　
結
　
　
　
論

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
（
一
）
有
無
の
二
六
の
考
察
に
は
先
づ
有

無
の
一
般
的
特
質
と
そ
の
種
類
種
別
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
甚
だ

必
要
で
あ
る
こ
と
、
（
二
）
維
瞼
“
實
在
と
す
る
直
接
経
験
説
の
立

場
か
ら
「
實
有
的
有
」
な
る
本
罷
概
念
》
樹
立
し
て
、
経
験
に
於
け

る
有
無
の
憂
化
交
代
を
そ
の
實
有
的
有
の
有
的
歌
態
及
無
的
歌
態

と
考
へ
得
る
こ
と
、
（
三
）
實
有
的
有
の
無
的
歌
態
或
は
一
般
に
無

の
境
は
虚
無
で
は
な
く
、
不
愕
言
詮
の
質
料
的
或
者
で
あ
る
と
思

有
無
の
關
係
に
就
て

惟
さ
る
べ
き
こ
と
、
從
っ
て
本
膿
論
的
に
は
こ
れ
浄
「
實
有
的
無
」

と
樗
す
る
が
適
當
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
、
（
一
）
右
の
「
町
有
的

有
」
及
「
實
有
的
無
」
は
（
假
客
思
餅
等
で
は
無
く
、
科
學
の
場
合
と

封
じ
く
）
共
に
確
實
な
る
認
識
（
叉
實
雀
）
で
あ
る
こ
と
、
（
五
）
有

を
固
定
化
す
る
（
不
断
の
持
績
と
す
る
）
こ
と
は
（
如
何
な
る
場
合

に
於
て
も
）
誤
り
で
あ
る
、
（
六
）
佛
敏
塞
論
は
室
を
論
謹
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
有
を
岡
定
化
す
る
に
よ
っ
て
（
猫
存
的
圃
定
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

實
罷
性
は
否
定
す
る
も
）
依
他
的
固
定
的
實
罷
性
を
否
定
す
る
こ

と
。
か
出
來
ぬ
、
（
七
）
経
瞼
“
實
在
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
一

切
諸
法
が
無
と
な
る
と
言
ふ
意
味
の
塞
概
念
が
（
新
し
く
）
成
立
す

る
、
而
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
佛
教
の
所
謂
室
が
實
謹
さ
る
・
も
の

と
な
り
、
叉
依
他
的
固
定
的
實
罷
姓
も
完
全
に
否
定
せ
ら
る
・
こ

と
と
な
る
等
の
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら

れ
る
。

　
C
り
哲
學
維
誌
第
五
六
九
號
「
流
動
経
験
の
哲
學
と
形
而
上
學
」
参
照
。

「

…
〇
七


